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令和元年第２回（６月）大郷町議会定例会会議録第１号 

令和元年６月４日（火） 

                                    

応招議員（１４名） 

   １番 赤 間 茂 幸 君    ２番 大 友 三 男 君 
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   ７番 赤 間   滋 君    ８番 和 賀 直 義 君 

   ９番 高 橋 重 信 君   １０番 高 橋 壽 一 君 

  １１番 石 川 秀 雄 君   １２番 千 葉 勇 治 君 

  １３番 吉 田 茂 美 君   １４番 石 川 良 彦 君 

                                       

出席議員（１４名） 

   応招議員と同じ 

                                       

欠席議員（なし） 

                                       

  地方自治法第 121条の規定により、会議事件説明のため本議会に出席した

者は、次のとおりである。 

町長     田 中   学 君  教育長    鹿 野   毅 君 

参事     残 間 俊 典 君  参事(特命担当) 千 葉 伸 吾 君 

総務課長   浅 野 辰 夫 君  財政課長   熊 谷 有 司 君 

まちづくり政策課長 伊 藤 義 継 君  税務課長   武 藤 弘 子 君 

町民課長   千 葉   昭 君  保健福祉課長 鎌 田 光 一 君 

農政商工課長 高 橋   優 君  地域整備課長 三 浦   光 君 

会計管理者  遠 藤   努 君  学校教育課長 斎 藤 雅 彦 君 

社会教育課長 菅 野 直 人 君 

                                       

事務局出席職員氏名 

 事務局長 遠藤龍太郎  次長 齋藤由美子  主事 髙橋将吾 

                                       

議事日程第１号 

  令和元年６月４日（火曜日） 午前１０時開会 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 
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 日程第３  議長の諸般の報告 

 日程第４  委員会報告（各常任委員会） 

 日程第５  町長の行政報告 

 日程第６  一般質問〔５人 １４件〕 

                                    

本日の会議に付した案件 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 

 日程第３  議長の諸般の報告 

 日程第４  委員会報告（各常任委員会） 

 日程第５  町長の行政報告 

 日程第６  一般質問〔５人 １４件〕 

                                    

午 前  １０時００分  開 会 

議長（石川良彦君） 皆さん、おはようございます。 

    ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、

これより令和元年第２回大郷町議会定例会を開会いたします。 

    直ちに本日の会議を開きます。 

    本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                                    

日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（石川良彦君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署

名議員は会議規則第110条の規定により、７番赤間 滋議員及び８番和

賀直義議員を指名いたします。 

                                    

日程第２ 会期の決定 

議長（石川良彦君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

    お諮りします。本定例会の会期は、本日から６月７日までの４日間と

したいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 異議なしと認めます。よって、会期は本日から６月７日

までの４日間と決定いたしました。 

                                    

日程第３ 議長の諸般の報告 

議長（石川良彦君） 日程第３、議長の諸般の報告を行います。 



―３― 

    私から報告いたしますが、お手元に配付した報告書により報告にかえ

させていただきます。 

                                    

日程第４ 委員会報告 

議長（石川良彦君） 日程第４、委員会報告を行います。 

    各常任委員会の閉会中における所管事務調査について各委員長より報

告を求めます。まず、総務産業常任委員長 佐藤千加雄議員。 

総務産業常任委員長（佐藤千加雄君） ……（委員会報告書を朗読）……（朗

読文省略）……（報告書は末尾に掲載）……以上、報告いたします。 

議長（石川良彦君） 次に、教育民生常任委員長 和賀直義議員。 

教育民生常任委員長（和賀直義君） ……（委員会報告書を朗読）……（朗読

文省略）……（報告書は末尾に掲載）……以上、報告します。 

議長（石川良彦君） 以上をもって委員会報告を終わります。 

                                           

日程第５ 町長の行政報告 

議長（石川良彦君） 次に、日程第５、町長の行政報告をいただきます。町長。 

町長（田中 学君） 皆さん、おはようございます。 

    行政報告を申し上げます。 

    令和元年第２回大郷町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の

皆様におかれましては時節柄何かと御多用のところ御出席を賜り、まこ

とにありがとうございます。 

    新年度がスタートして、３カ月目に差しかかったところでございます

が、今年度の各種事務事業も順調に執行してございますことは、議員の

皆様初め町民各位の御理解と御支援に改めて敬意と感謝を申し上げる次

第であります。 

    ５月１日には、新天皇陛下の即位に伴い、元号が平成から令和へ改元

された歴史的な日となりました。新たに幕を開けた令和の時代が、夢と

希望に満ちあふれた平和な時代となることを、皆さんとともにお祈り申

し上げたいと思います。 

    本町では、春の田植え作業も無事終了し、田園風景やふるさとの山々

も日増しに緑が深くなってまいりました。これから先好天に恵まれるよ

う、皆さんとともにお祈りを申し上げたいと思います。 

    ここで、３月の第１回定例議会以降の行政報告を申し上げます。 

    今年度第１回目の区長会会議を４月19日に開催し、区長さん方々の御

意見をいただき、今年度は町民会議ではなく地域に出向く形の地区懇談
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会を開催することにいたしました。地区懇談会は、定例議会終了後６月

18日から21日までの４日間にわたり、町内４会場で実施いたします。３

月議会に提案し、御可決いただいた課設置条例の一部改正に基づき、４

月１日に役場組織の機構改革を行い、企画財政課を財政課に、まちづく

り政策課をまちづくり政策課に改めるとともに、新たに公民連携室を設

置いたしました。この新体制に基づき、まちづくりや財政健全化に向け

た取り組みを一層加速させてまいりたいと思います。 

    ５月16日には、産学官金が連携して地方創生に取り組む大郷町地方創

生推進連絡協議会の設立総会を開催いたしました。本町にとっては、地

方創生の道の第一歩を刻んだ日であり、官民の垣根を超えて関係諸団体

が目的を一にして本町の喫緊の課題に真正面から取り組んで成果を上げ

ていかなければなりません。 

    ５月18日には、食と農業活性化プロジェクトの第１弾として、朴沢学

園・明成高校調理科の１年生全生徒が本町で田植えや大豆の種まき体験

を行いました。当日は、本町の農業法人やボランティア友の会の皆さん

にも御協力をいただき、生徒さん方との交流を深めたところでございま

す。 

    合併65周年町制施行60周年記念事業として、８月３日に開催予定のお

おさと夏まつりについては、第１回実行委員会を５月８日に実施し、具

体的検討に入ったところでございます。同じく記念事業として実施いた

します特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会については、第１回実行委

員会を５月７日に開催いたしました。来る６月30日には、大郷町の元気

を全国に発信するために、より多くの町民の皆さんに御参加をいただく

よう、関係諸団体に対してもお声がけをしてまいりたいと考えておりま

す。 

    産業振興につきましては、株式会社村上農園の「宮城大郷生産センタ

ー」の起工式が３月28日に行われました。発芽野菜の生産施設は国内最

大規模となり、既に操業開始しているイグナルファーム、そして今年度

中に操業予定の東北アグリヒトとともに本町の農業振興、地域経済の発

展に大きく寄与するものと期待しているところであります。 

    昨年11月にリニューアルオープンした「道の駅おおさと」は、３月ま

での昨年同期と比べて約1.7倍の売り上げとなり、昨年度売上高３億円

を突破するなど一定の成果を上げたところでございますが、このことに

満足することなくさらなる売上増、集客アップを目指しながら、本町の

地域活性化の拠点としての役割を発揮してまいりたいと思います。 
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    地域おこし協力隊につきましては、４月19日に新隊員１名の任命式を

行いました。新隊員は、神奈川県の農業高等学校をこの春に卒業した若

者でございます。活動先は、「株式会社夢実堂」であります。この会社

は、大松沢地区にございます。活動２年目となる株式会社さくらファー

ムの隊員とともに、今後の活躍を大いに期待しているところでございま

す。 

    生活環境基盤の整備に関しましては、丸山地区の町道李崎横名線側溝

整備工事を発注いたしました。下町地区の生活道路畑ノ中前畑線につき

ましては、５月に用地契約がほぼ完了し、今後改良工事に着手する計画

でございます。 

    水道事業につきましては、県道小牛田松島線道路改良工事に伴い、山

崎地区の配水管布設工事を発注いたしました。このほか当初予算に計上

している工事につきましても、計画的に発注手続を進めているところで

あります。 

    子育て支援につきましては、来年の幼保連携型認定こども園の開園に

向け、４月から幼稚園での共同保育を運営する法人とともに実施してい

るところであります。今後は、幼児用トイレの増築工事など施設環境の

整備を図るとともに、三者協議会による協議を重ね、スムーズな来年の

移行を目指しているところでございます。 

    学校教育につきましては、学校給食費の完全無料化を今年度も実施し

ております。また、大郷中学校に新たに図書支援員１名を配置し、生徒

の読書活動の支援や読書環境の整備を図ってまいります。 

    社会福祉関係では、４月17日に大郷町要保護児童等虐待防止協議会の

代表者会議を開催し、児童及び高齢者、障害者への虐待防止並びに保護

に関し、各関係機関の連携及び連絡を密にして対応するための組織体制

の整備を図っているところであります。 

    結婚支援事業につきましては、黒川地区結婚相談所の第１回相談会を

４月に中央公民館で開催し、町内はもとより県内各地から相談者が訪れ、

今後は黒川地区４市町村の会場を持ち回りで月２回の相談会を実施して

まいります。また、５月19日には婚活セミナー相談会を開催いたしまし

た。あわせて、民間の結婚相談所費用を負担する一年成婚事業もスター

トしており、今後より多くの方々に出会いの場を提供してまいりたいと

思います。 

    次に、本議会に提案いたします議案の概要を申し上げます。 

    承認関係では、専決処分として大郷町介護保険条例の一部改正など、
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計４件を上程してございます。報告関係では、平成30年度各種会計の繰

越明許費繰越計算書２件を上程いたします。一般議案では、条例関係と

して大郷町森林環境整備基金条例の制定、大郷町心身障害者医療費の助

成に関する条例の一部改正について提案いたしてございます。予算関係

では、令和元年度一般会計・国民健康保険特別会計及び介護保険特別会

計の補正予算３件を御提案申し上げてございます。 

    詳細につきましては、後刻担当課長より説明させていただきますので、

御審議の上御可決を賜りますようお願い申し上げ、行政報告といたしま

す。ありがとうございます。 

議長（石川良彦君） 以上で町長の行政報告を終わります。 

                                    

日程第６ 一般質問 

議長（石川良彦君） 日程第６、一般質問を行います。 

    質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

    ３番佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 議員番号３番、佐藤千加雄でございます。通告に従い、

一般質問を行います。 

    間もなく議員として与えられた任期４年が終わろうとしております。

その議員活動の最後の定例会に当たり、これまで２年間現執行部に対し

てさまざまな質問、提言をさせていただきました。その中から特に今後

の町の発展、町の活性化に必要と考える事項について、再度質問また提

言をさせていただきますので、よろしく答弁のほどお願いいたします。 

    質問事項は３点でございます。１点目は、新設されたまちづくり政策

課の事業について。２点目は、本町の人・農地プランの実施状況につい

て。３点目は、石綿セメント管更新についてでございます。 

    １点目、町は事業推進に当たり「創造」と「実践」の理念を持ち、何

事に対しても積極果敢に取り組むとのことでありますが、新しく設置さ

れたまちづくり政策課が取り組む事業について伺います。 

    （１）として、これまでの「空き家バンク」の成果と現状は。また、

新しく開設された「空き家・空き地バンク」の概要と今後の進め方につ

いて伺います。 

    （２）として、公民連携による地方創生事業の概要と今後の取り組み

について伺います。 

    （３）として、町のブランド化に向けた広報活動について。広報誌「田

園移住ライフスタイル」の活用も含め、答弁をお願いいたします。 
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    （４）として、町の後継者対策として行われる婚活イベント、婚活事

業の内容と取り組みについて伺います。 

    （５）として、新交通システム「ふれあい号」の概要と運行状況、そ

し今後の本格運行に向けた課題について伺います。 

    ２点目、本町でも農業後継者不足により今後の農業経営に大きな問題

が発生することは、予想できるところであります。農地活用も含め、対

策が急務であると考えますが、人・農地プランの実施状況を踏まえた今

後の取り組みについて伺います。 

    （１）として、今後地域の中心となる経営体、担い手の状況を伺いま

す。 

    （２）として、中間管理機構の活用実績と活用方針を伺います。 

    （３）として、将来の農地利用のあり方について伺います。 

    （４）としては、農業後継者の実態の把握状況について伺います。 

    ３点目、平成９年度から計画的に更新されている石綿セメント管、現

在進捗率は80.1％であります。終了まで14年が必要との説明がありまし

たが、さまざまな交付金事業等を活用し更新に努めるとのことでありま

す。しかし、既存のほかの水道管の更新や他の施設の更新も計画されて

きている状況であり、石綿セメント管更新を早期に完了を要望するとこ

ろでありますが、町長の所見を伺います。 

    よろしくお願いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 佐藤議員にお答えしたいと思います。佐藤議員も次の改

選期に意欲を持って御質問されてございますとおり、町といたしまして

も真剣に答弁を申し上げさせていただきたいというふうに思います。 

    １つ目のまちづくり政策課の事業についてでございますが、これまで、

計画立案部門と実施部門が一体的に進めてまいりたいという考えから、

今回一体的に進めるための機構改革をしたものでございまして、（１）

と（２）については関連がございますので、あわせて答弁させていただ

きたいと思います。 

    「空き家バンク」は平成28年から開始し、これまで15件の登録をいた

だき、14件の契約成立となってございます。また、相談件数は昨年度で

55件、通算で186件となっております。４月に開設した「空き地・空き

家バンク」については、町内の遊休不動産や耕作放棄地などの情報を集

約し、住宅地を求める方々に提供することで人口増につなげてまいりた

いという、まさに公民連携による大郷町地方創生推進協議会はこの事業
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における趣旨に賛同いただいた８団体と町で５月16日に設立総会を開い

たところであります。 

    協議会では、「空き地・空き家バンク」に関連した不動産活用プロジェ

クトと官学福祉連携による「さをり織」商品開発の福祉のものづくりプ

ロジェクトと、大郷町大豆を利用したみそづくりによる食と農業活性化

プロジェクトの３事業を中心に、新たな地域価値の創出に取り組んでま

いりたいと考えております。 

    （３）につきましては、対外的にＰＲできる施策であっても、知って

もらえなければ効果がありませんから、広報活動の充実は欠かせません。

その中でも、世界中どこでも見ることのできるホームページやメディア

の活用を図ってまいりたいと思います。また、町の施策をＰＲできるパ

ンフレットなどについては、企業誘致活動や県各種団体などとの連携に

より、ＰＲできる体制づくりに努めてまいりたいと思います。 

    （４）につきましては、今年度の事業として先月実施しました活婚応

援セミナーと、相談会と、町が契約した民間の結婚相談所に登録した方

々の費用の一部を町が負担する一年成婚事業を秋ごろに実施を予定して

ございます。婚活イベントとして、昨年度も実施いたしてございますが、

結婚イベント参加者への参加費助成などを行ってまいります。黒川地域

後継者対策協議会事業として、結婚相談所の開設と婚活イベントを行う

予定でございます。 

    （５）につきましては、先日の議員全員協議会でも御説明いたしまし

た１月から３月まで、１日平均３人ほどでございますが、利用対象者に

80歳以上を加えた４月以降は６人ほどとなってございます。４月から、

さらに利用対象者枠を広げ、75歳以上は誰でも利用できるようにするこ

とと、利用できる日をふやすため、これまで４地区に分けて運行してい

たものを、吉田川を挟んで川北と川南に分けて２日に１回利用できるよ

うにしたいと考えております。また、運行形態の変更やアンケートの実

施などにより検証が必要となることから、試行期間を９月から今年度末

まで変更し、来年４月からの本格運行を予定するものでございます。 

    次に大綱の２でございますが、本町の人・農地プランの実施状況につ

いてであります。（１）の地域の中心となる経営体、担い手の状況につ

きましては、現在個人経営体が63人、法人経営体が16社、生産組合等が

９組織となってございます。今後、個人経営体につきましては、新規就

農はあるものの、高齢化での事業継承による減が見込まれるため、減少

することが想定されます。また、法人経営体については個人経営体から
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法人化、外部参入による増加を見込んでございます。 

    （２）につきましては、中間管理機構の活用実績としては平成26年度

から累計の取引面積で336ヘクタールとなってございます。着実に面積

が伸びてきている状況で、県内でも上位の実績となっております。今後

の活用方針としては、人・農地プランの見直しによる地域合意を図りな

がら、中間管理事業を活用し担い手育成、農地の集積・集約の促進を図

ってまいります。 

    （３）の将来の農地利用のあり方につきましては、農業者の高齢化が

進み継続困難な農家が増加することが予想される中、実効性のある人・

農地プランを毎年度ローリングし、より効果的な集積を図り農地の維持、

資源の利活用を進めてまいりたいと思います。 

    （４）の農業後継者の実態把握につきましては、農業後継者について

は法人を含む認定農業者に対するアンケートを実施しているところでご

ざいますが、経営主の家族、法人の役員、集落営農の構成員等による後

継者が見込める経営体が95％、経営者のめどがついていない経営体が５

％となっております。 

    しかしながら、一般農業における後継者の確保は難しいものがあり、

農業後継者の確保、農地の保全を図るためにもこれまで以上に実効性の

ある人・農地プランを策定し、中間管理事業を活用しながら有効な活用

方法に誘導し、将来の地域農業の礎を築いていけるよう努めてまいりた

いと考えております。 

    大綱３の石綿セメント管更新につきまして、御答弁申し上げたいと思

います。 

    石綿セメント管更新事業の質問につきましてでありますが、水道事業

においては重要な位置づけの中、平成９年度より事業を実施しており、

今後14年間で事業を完了する計画となってございます。石綿セメント管

の総延長約47キロメートルのうち、未更新の石綿セメント管の延長は約

9.4キロメートルとなってございまして、更新するための事業費用は約

５億1,200万円程度を見込んでございます。 

    また、大郷町の水道事業は、昭和53年度の事業開始以来40年を経過し

ており、老朽管や老朽化した配水施設等の更新にも今後多額の事業費を

要します。しかしながら、町民に対して安全で安心な水を供給すること

は水道事業者としての責務であり、国の補助事業などを活用しながら老

朽管や老朽化した配水施設等の更新とともに、早期に石綿セメント管の

更新事業を完了するよう努力してまいりたいと思います。 
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    今、県でも水道事業は大変難しい時代を迎えており、民間に事業を任

せてしまうというそういう計画で今進めているところでありますので、

我々末端の自治体も今後広域化・統合する方向に動いていかなければ維

持管理ができない時代が来ているというふうに私は思います。特に人口

減少する本町にとっては、老朽化する施設等の整備費が年々増加する中

で新たな手法を考えていかなければ、水道事業だけでなくて一般事業に

つきましてもそのような環境がございますので、議員ともよく検討しな

がら対応策を考え、町民に応えてまいりたいというふうに思います。 

    以上、申し上げます。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 大変詳しく答弁をいただきまして、ありがとうござい

ます。幾つか再質問を用意してきましたので、再質問させていただきま

す。 

    初めに、「空き地・空き家バンク」についてですが、先ほど「空き家バ

ンク」が始まってからこれまで15件物件が登録されて、そのうち14件が

契約されたというお答えをいただきました。他の市町村に比べて大変評

価されるべきだと思いますし、大変すばらしいと思います。 

    しかしながら残念なことは、先ほども数が出ておりましたけれども、

売買・賃貸の希望者が多数登録されておりますが、それに合う売買・賃

貸物件が、なかなか登録が進まないという状況であります。「空き地・

空き家バンク」ですけれども、空き家ですけれどもさまざまな理由で登

録できない物件が多くあることはわかりますが、そうではなくて売買物

件・賃貸物件になるような物件であっても、手続がわからないとか面倒

だとか、そのように感じている方も多数見受けられます。 

    もう一度、そのような調査を行って、空き家・空き地の現状把握をも

う一度きめ細かく実施すべきと考えますが、答弁をお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） お答えさせていただきます。 

    「空き家バンク」につきましては、以前区長さんを通じまして空き家

の状態を調査させていただいているところでございます。そこから数年

がたっているわけでございますけれども、今後「空き地・空き家バンク」

の推進においてこれからどのような活用方法があるかについては、今回

設立しました公民連携の協議会などとともに検討させていただきたいと

思いますけれども、今後こういった事業の説明に関して各地区に出向く

などして、この事業を皆さんに御理解いただくように努めてまいりたい
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と思っております。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） よろしくお願いしたいと思います。 

    次に、公民連携による地方創生事業について再質問させていただきま

す。 

    公民連携事業は、これまでも全国でもＰＰＰ／ＰＦＩ事業など、大き

な成果を上げている地域があります。本町でも川内流通団地は民間活力

の事業で行われ、さらに完売となっております。現在では、県内の市町

村でもさまざまな取り組みが行われ、今や地方創生の新しいスタイルと

もなっております。本町でも、産学官連携による協定が結ばれ、先日に

は地方創生連絡協議会が設立されました。新たなまちづくりの起爆剤と

なると期待をしております。 

    さて、地方創生連絡協議会では、町内外に協議会の事業について発信

が始まったところではあると思いますが、これまで遊休農地や空き地な

どの相談物件、また町外からの問い合わせなどがあるのか。あれば、お

聞きしたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） これも、「空き地・空き家バンク」の関連

かと思いますけれども、４月からこの制度スタートしております。町内

向けには広報紙、あるいは対外向けにはホームページ等を活用して情報

発信しているところでございますけれども、４月以降町内・町外も含め

まして数件の問い合わせ、あるいは物件の申し込みもいただいている状

況にございます。 

    ただ、こちらの準備の都合といいますか、先日協議会が発足しました

けれども、対外向けにこういったものがあるというものの情報発信につ

きましては、現在台帳の整理等の情報集約を図っている状況でございま

すので、今後ホームページ等を通じて情報発信を図ってまいるところで

ございます。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 頑張っていただきたいと思います。 

    次に、町のブランド化に向けた広報活動についてお伺いいたします。 

    広報誌「田園移住ライフスタイル」ですね、この広報誌でありますけ

れども、大変町の取り組みがわかりやすく解説・説明されていて、大変

よくできていると感じます。その活用について伺います。 
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    まず、ホームページには載っていますが、なかなかここにたどり着け

ない、わかりづらいと思います。町の広報としてホームページのトップ

に置くべきだと思いますが、答弁をお願いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） お答えいたします。 

    議員さんがおっしゃるとおり、現在ホームページを担当しております

総務課と調整の上、トップページに入り口を設けるように準備してまい

ります。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） それで、この広報誌は町の魅力、事業について大変詳

しくわかりやすく説明をされております。言いかえれば、現在の町のス

タイルが示されていると感じております。町民に広く町を知っていただ

くためにも、全戸に配布すべきものと考えますが、答弁をお願いいたし

ます。 

議長（石川良彦君） まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） お答えいたします。 

    今回の「田園移住ライフスタイル」のパンフレットにつきましては、

対外向けの移住を希望する方々を中心とした方への情報発信のパンフレ

ットとして作成しております。町内向けの情報発信という形につきまし

ては、広報紙やあるいはその他のパンフレットといったところを活用し

て、皆さんに情報を発信してまいりたいと考えております。なお、この

「田園移住ライフスタイル」については東京の県のアンテナショップ、

あるいは移住定住のセンター、そういったところに置いていただきなが

ら情報発信を図ってまいるところでございます。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） できれば、なかなかそういうところに行ったりする方

々とか町に来た人たちというのは、大変いいと思うんですけれども、逆

にやっぱり町民がなかなか町でやっていることがわからない。「空き地

・空き家バンク」もそうですけれども、そういうことが詳しく載ってい

ます。広報紙は毎月毎月載るわけで、言いたいことが全部わかるという

ことではなくて、やっぱり別々に情報が入ってくると。そういう部分で、

こういう広報誌はやはり町民にとってみるとすごくいいものだと思いま

すので、ぜひそのようにしていただけるように検討をお願いしたいと思

います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 
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町長（田中 学君） この議会が終わり、今月の18日から大松沢・粕川・大谷

東部・西部と４地区で町政懇談会が開催されますので、それまでにパン

フレットも用意して、おいでになる方々にはその場でも拝見してもらえ

るような内容で、議論してまいりたいなというふうに思っております。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） よろしくお願いしたいと思います。 

    次に、後継者対策の婚活イベント・婚活事業について伺います。 

    本町では、1993年の秋から婚活イベントを数年間実施いたしました。

そのときのスタッフに、私も参加させていただきました。1994年の５月

号の町の広報紙に、川崎町のみちのく湖畔公園での様子が記事に載って

おり、「たくさんのカップルが誕生し、大変盛況であった」という記事

が載っております。当時は農業委員会の職員、農協青年部、商工会青年

部などが中心となり事業を行いました。そして、今年度から町単独での

婚活事業も再度行われるということで、大変期待をしております。 

    そこで、先日５月19日に行われた婚活応援セミナーに私も参加をさせ

ていただきました。大変有意義なセミナーであったと思いますが、しか

し参加者が少なく、大変もったいないと感じました。参加を呼びかけた

方々は、このような会合にはなかなか進んで参加しないのが通例であり

ます。周知の方法にもう少し工夫をお願いし、周知が徹底されるように

すること、そして対象の方々が気楽に参加できる環境づくりが必要と考

えますが、答弁をお願いいたします。 

議長（石川良彦君） まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） お答えさせていただきます。 

    先日の応援セミナーに御参加いただき、ありがとうございました。大

変有意義なものだと私も思っているところでございます。ただ、今回の

セミナーに限らず、これまでの婚活イベント等について町内のいわゆる

結婚世代というかそういった方の参加率が低いというところは、もう皆

さん御存知のとおりかと思っております。 

    ただ、現在20代後半から40代、50代にかけて、もう半数以上が結婚し

ていないという状況にございます。その結果が少子化にもつながってい

るというふうな状況に考えておりますので、今後こういったイベント等

についてできるだけ多くの方々に参加いただけるように努力してまいり

たいと思いますけれども、議員さんの方々につきましてもこういった案

がございましたら、ぜひお寄せいただければ助かると思っております。

よろしくお願いします。 
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議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） よろしくお願いしたいと思います。 

    もう一つ、結婚応援事業なんですけれども、今は少子化対策として行

われております。しかし年齢制限はなかったと思います、20歳以上とな

っておりましたが。若い人たちは結婚・出産・子育て、20代から40代ま

での方たちが対象となります。 

    しかし、町内には50代、60代で独身の方々もおられます。今回の事業

は、大郷町内在住20歳以上の男女の方々が対象です。上限はありません。

大郷町の現在の状況、それは将来老後ひとり暮らしになる可能性が大変

多くなっております。それを回避するための事業としても、意味がある

と考えます。50代、60代、70代の方でも町外から少し年齢は高くとも大

郷に嫁に来てくれる方がいれば、大変すばらしいことだと思います。 

    老後２人で幸せに過ごすことは、大変健康にもよく、生きがいが生ま

れてくると確信をいたします。自然豊かで食べ物はおいしく、人は皆親

切であります。どうか中高年の婚活サポートも本気で考えていただきた

いと思いますけれども、町長の所見を伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） できるだけ若年性結婚を私は奨励してまいりたいという

ふうに思います。余りにも世の中を知りすぎてから結婚するというのは、

なかなかお互いに大変難しいのではないかというふうに思いますので、

できるだけ若いうちからそういう芽がふくらむような、そんな町にした

いと思うので、今回仙台の明成高校とも交流する機会ができ上がったの

で、今後子どもたちも時間を見つけては大郷町に出向いてこられるよう

な、そんな環境づくりに努力してまいりたいというふうに思いますので、

今後とも皆さんの御理解と御協力をいただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） ここで、10分間休憩といたします。 

午 前  １１時００分  休 憩 

午 前  １１時１０分  開 議 

議長（石川良彦君） それでは、休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

    佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 次に、新交通システム「ふれあい号」についてお伺い

いたします。 

    私の平成29年の３月議会での一般質問で交通弱者対策、また高齢者の

免許自主返納の推進について質問させていただきました。近年高齢者に

よる重大事故が多数発生し、尊い命が失われております。きのうも80歳
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の運転の車が子供たちに傷害を与えたという報道がされております。 

    本町では、「ふれあい号」の運行により高齢者が安心して免許返納がで

きる環境が整いつつあります。「ふれあい号」運行の周知を徹底し、よ

り多くの方々に利用していただけるようにしていただきたい。また本格

運行に向けては、率直な意見が聞けるように担当者が直接利用者を訪問

して意見の集約を図るべきと考えますが、答弁をお願いいたします。 

議長（石川良彦君） まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） 「ふれあい号」につきましては、先日の

議員全員協議会でも御説明させていただいた内容となっております。利

用いただいている方々の意見をいただいきながら、それを参考に今後の

運行にももちろんしていきたいと考えております。 

    なお今月の17・18日には、各分館にこちらで出向きまして、登録会の

ほうを開催する予定となっており、その際にも皆さんの御意見を伺いた

いと思っております。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） よろしくお願いしたいと思います。 

    公共交通の住民バスがございますけれども、「ふれあい号」の運行によ

り乗客数が大きく変動することも考えられます。乗車人数の把握に努め、

より効率的な住民バスの運行をしていただきたいと考えておりますが、

今後の取り組みについてお伺いいたします。 

議長（石川良彦君） まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） 「ふれあい号」の運行に伴います住民バ

スの運行の見直しにつきましては、これからの検証とともに考えてまい

りたいと思っております。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） それでは、次に本町の人・農地プランの実施状況につ

いてお伺いいたします。 

    本町は、県内でも地域の中心となる経営体もしくは担い手が多く、中

間管理機構の活用実績も多く、農地の集約が進んでいる地域と感じてお

ります。しかし法人や認定農業者の年齢が高く、５年後、10年後につい

て後継者対策が大きな問題となることは間違いありません。このように

持続可能な農業環境を構築する上で、後継者をどのように確保するかは、

国の政策から見ても緊急性があるものと考えますが、本町の後継者対策

について今後どのように進めていくのか、改めて町長の所見を伺います。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 



―１６― 

農政商工課長（高橋 優君） それでは、お答えいたします。 

    今議員さんのおっしゃったとおり、後継者の対策については急務であ

ると認識してございます。 

    今現在、後継者の確保といった意味で、支援策ということで宮城県改

良普及センターであったり農業会議であったり、そういったところと連

携しながら町のほうとしましても就農相談、技術・経営ノウハウの研修、

それから就農準備ということでさまざまな支援策のほう行っているとこ

ろでございます。特に就農準備といった意味では、資金の融資であった

り、補助事業ということで、助成事業のほうもございます。さらに、町

のほうで単独でということになりますけれども大郷町農業振興総合補助

金、こちらのほうを利用しながら新規就農者への助成のほうも行ってい

るところでございます。 

    それから、幸いにも本町におきましては大規模農業生産法人、こちら

が３社誘致のほう実現しております。この農業生産法人で社員として優

先的に就農・就職することで、高収益である園芸農作物、こちらの生産

や経営のノウハウ、こちらを学びながら自己の農業を実践することがで

きる環境にございます。本町にはそういった環境があるといったところ

につきましても、農業関係の学校であったり、若者たちにＰＲしていけ

ればと思っております。そのことが、後継者の確保につながるかと思っ

てございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 個々の農家がどういう農業を目指していくのかというこ

とは、我々行政がどうのこうのよりもやっぱり本人がどういう農業を目

指すのかによって、どういう支援ができるのかというように生産者側の

考えが変わっていただかなければならない時代に来たなというふうに思

います。小規模農家でも、生産から販売・消費まで全部一貫していくこ

とによって、だから農業をしなくてないんだという考え方で、大規模で

ある程度生産費を安くして、収穫を大きく求めるというそういう農家形

態もあれば、ですから個人よりも法人化したほうがいい。 

    その辺の地域農業の考え方、それぞれの農家の考え方に新しいニーズ

を我々は求めていくのが理想ではないのかというふうに思うので、議員

の御質問を踏まえながら新しいそういう農業家を育てていくのも、一つ

新しいまちづくりの農業の振興に欠かせないものだというふうに思いま

す。 
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議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） ありがとうございます。 

    先ほど課長からの答弁に、新しく大松沢に進出した野菜工場の話が出

まして、私質問しようかなと思っていたら答え先に言っていただきまし

たけれども、改めて質問させていただきます。今町には本気で将来を考

えていただいている小学生、中学生、高校生、また青年たちが多くおり

ます。いろいろな町のイベントにも来ていただきまして、いろいろと意

見を言っていただいております。もちろん農業後継者もおります。町の

後継者が町内に残れる環境が、今整いつつあることは間違いないと思い

ます。 

    大松沢に進出している野菜工場、若い雇用を本当に待ちわびていると

思います。そのことを、町内の小学生、中学生、高校生、若い人たちに

知ってもらえるような新しい新規就農のイベントや企画をぜひ形にして

いただきたいと思いますけれども、所見を伺います。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    今議員のほうからありましたとおり、小学生、中学生、高校生におき

まして今小学生・中学生におきましては農業体験ということで、学校農

園ということもやってございます。農業に触れていただきながら、その

農業の魅力であったり、それからそのメリットであったりという部分、

さらに伝えていければ、アピールしていければと思っております。その

ことによりまして、後継者不足の解消というのができていくのかなとい

うところもございまし、そのイベントであったりということで開催する

ことでさらに農家、農業の魅力を知っていただくという部分があると思

いますので、その点につきましては今後検討していければと思っており

ます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 新規就農なんですけれども、今後町内の若者だけでは

全然足りない状況であり、全国の新規就農を望む人たちに大郷に来ても

らうという働きかけが必要と考えます。公民連携による創生事業と重な

るところもありますが、広く大郷町をアピールし移住定住をさらに進め

るべきと考えますけれども、所見を伺います。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） 今の若者たちということになりますが、一般論
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ということになりますけれども、やっぱりどうしても農家・農業に対し

まして重労働できついであったり、収入が不安定であるといったり、そ

ういったイメージのほうもあるようでございます。その中で、農業の魅

力であったりを伝えながら、ＰＲのほうをしていければと思っておりま

す。 

    そのＰＲの方法としまして、当然ホームページであったり、それから

国であったり、外郭の団体であったりといったところで準備しています

ホームページ、そちらへの登録によって就農に関して集約されているペ

ージがございますので、そちらのほうも利用しながらＰＲに努めたいと

思います。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 今課長から答弁いただきましたけれども、国は今「新

・農業人ハンドブック2018」というものをつくっております。「農業を

仕事にしてみませんか」というタイトルで、大きく新規就農者を募集し

ております。その中に全国移住なりがあり、都道府県、そして市町村の

取り組みを紹介しております。もちろん大郷も検索できます。しかし、

まだ活用されていないのが現状であります。そのような企画などをフル

活用して、新規就農者の発掘を行うことも必要だと思いますので、もう

一度答弁お願いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） 今議員のほうから御指摘いただきました全国移

住ナビにつきましては、把握のほうはしていたところでございます。町

の住まいの情報であったり観光情報、生活環境であったり特産品の情報、

そういった情報に加えまして仕事の情報ということで、農業法人等の就

職先の情報についても掲載することができる状態でございます。ただ、

今のところ議員のほうからもありましたとおり、農業の情報については

掲載されていない状況にございますので、今後掲載の方法等を確認しな

がら活用したいと思ってございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） それでは、最後に石綿セメント管の更新についてお伺

いいたします。 

    先ほど町長から大変詳しく答弁いただきましたので、町の事業推進に

ついてはよく理解したつもりでございます。その中で、もう一度お話し

させていただきます。先日の所管事務調査で、石綿セメント管の更新に
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いいて調査を行いました。さまざまな事業の中で計画的に実施されてい

ることは、十分に感じられました。 

    しかし、有収率が近年大幅に下がっております。それを改善するため

には、漏水箇所の修繕はもちろんですが、やはり更新事業が最良の問題

解決になると考えます。更新事業の早期完了に向けた事業推進を再度構

築していただきたいと考えますが、最後に町長の所見を伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいま議員のほうから、本町の石綿セメント管の更新

を急げということは十分理解してございます。これが壊れたらやという

ことを想定しますと、本当にこんなのんきなことをやっておれませんの

で、予算的に全数量完了させるのに５億円からかかる。これに配水池の

老朽化、これを見込みますとまた１億五、六千万円上乗せ、６億円、７

億円ぐらいの予算がないと新しい安心した水の供給ができないのかなと

いうふうに思いますが。 

    あわせて今公民連携の若者定住促進事業、これを進めていくというこ

とになりますと、ますます水道管の延長が延びてまいります。そういう

ことも考慮しながら、抜本的な事業計画の新しい事業部門とも今担当し

ている地域整備課との協議を深めて、どういう方向が早く解消する内容

になっていくかなども検証しながら、次の定例会までに申し上げてまい

りたいというふうに思います。 

    喫緊の課題であります。この問題もそうでありますし、人口減少そう

であります。いい環境で大郷町に住んでもらう、そのためには「水道も

しっかりしていますよ」という、そういうアピールのできるような内容

にしたいというふうに思います。 

    新規就農者の件についても、今神奈川県の農業高校卒業生が大郷町に

来て農業を勉強しながら、ふるさとに戻って神奈川の農業を新しくした

いという、そういう意気込みで来ているようです。なかなかな子供さん

です。こういう人たちが、研修が終わって地元に帰って大郷との交流が

これから始まるという、２年・３年後の話になりますけれども、そうい

うことがなければ先につながらないということでありますので、息長く

頑張ってまいりたいというふうに思います。 

３番（佐藤千加雄君） よろしくお願いします。終わります。 

議長（石川良彦君） これで佐藤千加雄議員の一般質問を終わります。 

    次に、８番和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） ８番和賀直義でございます。 
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    通告に従いまして、一般質問を行います。本日は大綱３点についてお

伺いします。 

    １番目、健康長寿への取り組みについて。 

    人生100年時代を迎え、加齢に伴う虚弱化（フレイル）をおくらせ、「健

康寿命」の延伸を図ることが喫緊の課題です。以下伺います。 

    （１）虚弱化の予防（フレイル予防）の具体的な取り組みについて。 

（２）フレイル予防についての普及・啓発はどのようにしているのか。 

    （３）高齢者健診に生活機能評価項目（低栄養、休まず歩ける距離、

歩行速度、片足立ち、人とのつながりなど）を追加すべきではないか。 

    （４）楽しく取り組め、毎日記入できる「健康応援手帳」のようなも

のができないか。 

    （５）健康寿命の目標設定が必要と考えるが。 

    （６）健康づくりの拠点、水泳などの運動ができる環境が必要と考え

るが。 

    （７）人のためにつくすことが健康につながるので、ボランティアポ

イント制度、健康ポイント制度を実施できないか。 

    ２．危険な道路の安全対策について。 

    全国的に歩行者が犠牲になる痛ましい自己が続いております。本町で

は、死亡事故ゼロを継続しておりますが、子供と高齢者の方の安全な通

行の確保のため、以下伺います。 

    （１）園児・児童が散歩等で日常的に利用すく道路の点検は行ったの

か。 

    （２）通学路の総点検、通学路交通安全プログラムの進捗状況は。 

    （３）高齢者の免許自主返納を促す環境づくり、交通機関への割引の

特典（終身無料乗車券）などの付与ができないか。 

    （４）「生活の足」としてどうしても車が欠かせない高齢者の方には、

先進安全自動車（ＡＳＶ・自動ブレーキ、ペダルを踏み間違え時の急加

速を防ぐ機能搭載車）の購入支援をする考えはないか。 

    大綱３点目．認定こども園へのスムーズな移行について。 

    移行方針の作成、保護者説明会、三者協議会の継続実施等認定こども

園への取り組みがなされているが、スムーズな移行確認のため、以下伺

います。 

    （１）移行方針で建物は無償譲渡または無償貸し付けとなっていまし

た。無償譲渡した場合、運営法人が何かの理由で運営できなくなった場

合の建物の使用はどうなるのかということです。 
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    （２）幼児教育の無償化になった場合、保育の待機児童の見込みをど

う見ているのか。 

    （３）３歳までは愛着形成時期のため、家庭で保育をしたい方へ「家

庭で保育応援事業」を創設し、手当を支給する考えはないか。 

    （４）三者協議会で出された課題は何か。 

    以上、大綱３点について伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 和賀議員に答弁いたします。 

    健康寿命の取り組みに関しては、（１）と（２）のフレイル予防の取り

組みについて、健康寿命対策事業、老人ふれあいの家「心郷」運営など

で社会参加や交流を通しながら、介護予防、閉じこもり予防などを防止

できるよう図ってまいりたいというふうに思います。また、配食サービ

スによる栄養バランスのよりよい食事の提供など、低栄養改善などの健

康増進を図ってまいります。 

    このような事業の中で情報提供を行うほか、地域包括支援センターに

よる訪問や行事を通してフレイル予防に関する普及・啓発を努めてござ

います。今後もあらゆる機会を捉え、周知・啓発を図ってまいりたいと

思います。 

    （３）高齢者健診でございます。高齢者向けの評価項目について、現

在国で見直しが進められており、町としても来年度からフレイルなどの

高齢者特有の健康状態を把握する項目内容に変更していきたいと考えて

おります。 

    （４）の「健康応援手帳」については、日常生活の経過・状況などを

把握する意味でも非常に有効と考えられますので、今後検討してまいり

たいと思います。 

    （５）番の健康寿命の目標設定につきましては、「第２期健康おおさと

21プラン」において基本目標として健康寿命の延長を掲げてございます

が、数値目標はない状況です。国においては、2040年までに健康寿命を

３年以上延伸して、75歳以上とする目標を設定してございます。今後、

国から示される地域ごとの健康寿命を参考にしながら、目標設定につい

て検討してまいります。 

    （６）の健康づくり拠点、水泳などの運動ができる環境が必要との質

問でございます。Ｂ＆Ｇ海洋センターでは夏場のプール利用のほか、ロ

ビーにある健康機具は通年御利用できます。その他にも、社会福祉協議

会主催で誰でも参加できますスポーツを楽しむ会や、中央公民館での高
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齢者向け体操などを取り入れ、講座を開校してございます。健康づくり

推進を図ってまいります。 

    （７）のボランティアポイント制度、健康ポイント制度につきまして

は、町では地域での支え合い活動の推進に向け座談会や住民向け研修会

などを開催し、支え合い推進を図ってまいります。その地域に合った支

え合い活動を模索しながら進めてまいりますが、その根底になるものは

まさにボランティア精神が不可欠と考えてございます。社会参加や社会

的役割を生み出す地域支え合い活動に向け、個人・地域・自主的な活動

を支援・応援する取り組みを推進してまいります。 

    大綱の２の危険な道路の安全対策につきましては、（１）の道路の点検

については町と維持管理業者が毎月定例的に町道のパトロールを実施し、

確認を行ってございます。また、道路の穴あきや安全施設の損傷などが

あれば、速やかに修繕を行っているところであります。 

    （２）については、学校においても通学路の状況について安全確認を

行っており、今年度も関係機関の協力のもと実施する予定でございます。

今後、改善等の必要な箇所につきましては、引き続き関係機関に働きか

けを行ってまいります。 

    （３）につきましては、町では住民バス運行の５割を減免する制度を、

運転免許証を返納した65歳以上の方に対しても適用しておりますので、

御理解願います。また、高齢者外出支援事業として登録料のみで月10回

まで無料で利用できる「ふれあい号」について、７月からは対象範囲を

75歳以上として試験運行を継続してございます。 

    （４）の先進安全自動車の購入支援対策については、現在のところ実

施する考えは持ってございません。運転に不安を持つ高齢者の方へ、御

自分で運転されるよりは住民バスや「ふれあい号」を利用して、外出す

る機会をふやしていただきたいと考えております。 

    大綱３の認定こども園へのスムーズな移行についてでございます。 

    （１）の運営法人が何らかの理由で運営できなくなった場合の建物の

使用については、今後締結する契約書の中に町に建物を返還することを

明記いたします。 

    （２）の幼児教育の無償化については、ことしの10月から実施される

予定でございますが、現在各家庭で保育されている子供のうち、今回の

無償化の対象になるのは少数であると思われますので、その方たちが直

ちに待機児童とならないものと見込んでございます。 

    （３）の家庭の保育応援事業です。本町は、子育て支援を最重要な施
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策の一つとしており、議員の提案する家庭で育児をする世帯への手当の

支給につきましては、大変すばらしいものと私は思いますが、現在保育

士の不足や待機児童の問題もないことから、今のところ考えてはござい

ません。 

    （４）につきましては、三者協議会は保育園と幼稚園で実施している

遠足や運動会などの行事のあり方や、認定こども園入園に当たっての物

品購入などの保護者負担なとについて、課題として掲げてございますが、

協議結果については幼稚園・保育園での保護者説明会で報告するととも

に、町のホームページにも掲載してございます。なお、今年度も引き続

き三者協議会を開催してまいります。 

    以上、和賀議員の御質問にお答えを申し上げます。ありがとうござい

ます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 丁寧に前向きに、全体的には前向きな答弁をいただいた

と認識してございます。 

    それでは、再質問に順次移らせていただきます。 

    回答（１）番（２）番、確かに健康長寿対策事業、教育民生常任委員

会でも社協に行っていろいろ懇談といいますか意見交換をやってきまし

て、いろいろより多くの地域住民が参加できるよう、内容の企画や周知

方法に工夫をこらしていたというのがわかりました。実際、この事業で

本当に効果があるのかなとか、やっている人っていうのは一生懸命やっ

ているんだけれども、何となく不安だなというようなそういう感覚も受

けましたので、いろいろ考えて質問させていただきました。 

    健康寿命というのは、今さら言うまでもないのですけれども、日本の

平均寿命は女性が87歳で男性が81歳ともう世界最高だよということで、

健康寿命というのは要するに要介護２にならない、自分で自立できるよ

というのが女性は12年間というか、健康寿命と平均寿命の差が、女性が

12年間あって男性が９年間だよということで、とにかく75歳くらいにな

ると男性は７割くらいから徐々に自立度が低くなってくると。女性も同

じようで、女性の場合は９割がということで、男性のほうが早死にして

いるということでございます。 

    これは、今さら何も言う必要はないかもしれませんけれども、そのた

めにどうしてもフレイル予防といいますか、健康でいられる期間を１年

でも２年でも延ばしていくという、習慣化することが大事なんだよとい

うふうに捉えてございまして、質問させていただきました。（１）番（２）
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番に関しては、十分にこれはもうやっていますよということでございま

す。 

    あと、（３）番目の高齢者の健診でございますが、これも前向きに生活

機能評価を取り入れるという答弁でございましたのでいいと思いますが、

後期高齢者の健康調査で今も「健康手帳」っていうのを多分配布してい

ると思うんですけれども、年間に50冊とか60冊というのが実績として載

っていました。それはそれで大切なのですけれども、それにやっぱりこ

の生活機能評価ですね、低栄養、休まず歩ける距離、歩行速度、片足立

ち、人とのつながりとか、この中から全て取り込むということはちょっ

と難しいと思いますので、その中で可能なものを変更してというか追加

してやっていただきたいということで、答弁としてもやっていくよとい

うことでございますので。 

議長（石川良彦君） 質問にしてください。 

８番（和賀直義君） そうだっちゃね、ごめんなさいね。 

    ごめんない、一気にちょっと（５）番までいっちゃいますので、この

健康寿命の目標設定なんですけれども、現在大郷町で要介護２になるま

での年齢とかというのは、把握していらっしゃるんですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） お答えします。その辺は把握してございません。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） これ把握するのはそんなに難しい問題じゃないと思うん

ですけれども、ぜひことしは要介護２になっている間が何年というのは、

多分要介護認定の履歴とかその辺調べればわかると思いますので、その

辺のところはやっぱり基本データとして取っていかないと、将来この健

康寿命延伸が本当に効果的だったのかという検証、そして実際進めてい

る人たちの満足度というかやりがいとか、そういうものにつながってい

かないのではないかなと思います。ですから、ぜひその辺の健康寿命の

期間といいますか、その辺はぜひ取るべきだと思いますけれども、再度

この辺に関して伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） お答えいたします。 

    介護認定度合いとかそういったものを今後検証しながら、その辺を設

定していきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 課長、これ簡単に調べられないのですか。調査できない

のですか。データとして出ているものはないのですか。 
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保健福祉課長（鎌田光一君） データとしては出ていますけれども、それが全

ての人口に。 

議長（石川良彦君） ちょっと、立って。 

保健福祉課長（鎌田光一君） 済みません。 

    介護認定人数とかそういったものはありますけれども、それが全ての

住民に対してどのぐらいの健康寿命とかそういった内容になると、計算

式がまた別にございまして、その辺まではまだ把握していないというこ

とでございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 知恵を絞って、そのほかに何か創意工夫もあるかと思う

んですけれども、その辺はきちっと把握するというふうに捉えてよろし

いですか。もう１回、その辺。 

議長（石川良彦君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） その辺につきましても、いろいろ検討しながら

設定していきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） やるという答弁なので、ぜひクリアにしていただきたい

なと思います。 

    あと、（６）番目の健康づくりの拠点づくりということで、今要するに

Ｂ＆Ｇを中心にやっているよと。私も、そのように捉えてございます。

健康にはプールで水に親しむというか、水の中で歩くとかそういうのが、

非常に効果があるよということで、私も町内の婦人の方から「町として

冬場も利用できるプールというのは考えていないんですか」って、こう

いう質問が出たんですね。 

    ただ、これは金もかかるなということで、ちょっと口を濁してしまっ

たんですけれども、そういう施設にやるのはもう大変だと。だけれども

近所に、松島とか大和町なんかにそういうスポーツ施設があるので、そ

の辺は何か協定を結んで、例えば高齢者の方が行った場合にはこれくら

いの補助をしますよというところの施策も検討してほしいなと思うんで

すけれども、この辺に関して伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。社会教育課長。 

社会教育課長（菅野直人君） それでは、お答えいたします。 

    今議員さんの方から御提案がありました町外の施設の利用というとこ

ろは、大変申しわけございません、私も今お伺いしましてそういう方法

もあるなというところで感じたところでございますので、ほかの町村の
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話も聞きながらちょっと検討のほうをしてまいりたいと思います。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） ぜひやはりプールでチャレンジしたいという人も、ごく

少数でしたけれどもそういう声もあったので、ただ金がかかるなという

ことでちょっと遠慮して、そこから発展しなかったんですが。そういう

話もございましたので、御検討のほどよろしくお願いいたします。 

    あと、ボランティアポイント制度・健康ポイント制度の件なのですが、

答弁では地域支え合い活動に向け……。 

議長（石川良彦君） 和賀議員、答弁の繰り返しはいいですので、質問にして

ください。 

８番（和賀直義君） 質問ね。 

    第７期介護保険事業計画第３章の計画の基本的方向の第１節の課題３

に、こういう文章があるんですね。「高齢者の社会参加を促進するため

には、社会貢献としてボランティア活動など注目されていますが、参加

者に対するインセンティブのあり方などの魅力ある仕組みづくりが必要

となります」という文章が載っていました。第７期介護保険事業ですね。

この辺の「魅力ある仕組みづくり」ということでございますが、今現時

点でどのようなことを検討されているのか伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） お答えいたします。 

    答弁の中で、まずは地域の支え合いだということで答弁させていただ

きましたが、ポイント制度についてはインセンティブとしてかなり有効

なものと認識しておって、今現在はこれといった具体的な案はまだでき

ておりません。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） じゃあ、このポイント制度も検討の中に入るよと捉えて

よろしいのですか。 

議長（石川良彦君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） ポイント制度についても、一つの手かなという

ところでありますが、ほかの部分も相対的に考えてみたいと思っており

ます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） ぜひ、個人として習慣づけるためにはポイント制度はか

なりインセンティブになるんじゃないかなと、このように考えますので、

検討もお願いいたします。 
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    次、大綱２点目の危険な道路の安全対策についてということに移らせ

ていただきます。 

    全国的に痛ましい事故が続いていまして、きのう、きょうには大阪で

また80歳の高齢の方が事故を起こしたということで報道になっています

が、園児とか児童が日常的に利用する道路の点検は、全国的にやりなさ

いよという、そういう国の動きがあったと思うんですけれども、我が町

ではそういう点検はなされたのかどうかを伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） お答えいたします。 

    園児・児童が散歩等で日常的に利用する道路ということでございます

が、地域整備課道路担当する部門といたしましては特定した道路ではな

くて、町全体の道路を指しているものと判断してございます。こちらに

つきましては、先ほども町長の答弁の中でも御説明申し上げましたが、

町の担当課として点検をしてございますし、維持管理業者のほうでも定

期的にパトロールをしているという状況でございまして、なかなか事業

規模的にも町道の延長も長いものでございますから、町並びに維持管理

業者で把握できないものにつきましては、町の地区担当員または町民の

方からの声によりまして現場を確認し、対応している状況でございます。 

議長（石川良彦君） ここで、昼食のため、休憩といたします。再開は午後１

時15分といたします。 

午 後  ０時００分  休 憩 

午 後  １時１５分  開 議 

議長（石川良彦君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

    和賀直義議員の一般質問を続けます。 

    和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 引き続き、大綱２番目の安全対策について質問いたしま

す。 

    最近の報道で、大津市での車２台の衝突事故で園児２人が犠牲になっ

たり、東京池袋では87歳の高齢の男性の運転で交通事故の犠牲に女児が

なったと。あと最近では、川崎市の通学バスを待っていた人を包丁で刺

す事件が起きたということで、全国的には本当にもう１回通学路の安全

をどのように確保するかという動きがあると、私は捉えているんですけ

れども、大郷町として一連の交通事故のニュースとかその後に、通学路

の安全確保についてどのようにしようとしているのか、ちょっと教育長

にお伺いします。 
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議長（石川良彦君） 答弁願います。教育長。 

教育長（鹿野 毅君） お答えいたします。 

    通学路の安全だけでなくて、子供たちが安全に登下校するというのは

我々の大きな課題であります。今いろいろ起こっているんですが、その

原因をいろいろ分析してあたらなければならないなというふうに思って

いるところです。一つは、今話が出た自動車の事故なんですが、これは

悪意があるなしにかかわらず運転者の責任ということで、それについて

は先ほどから免許証の返納云々という話が出ておりましたので、その辺

と話し合いをしながら進めてまいりたいというふうに思います。 

    それと違った川崎の事件のように、子供たちを意識的に狙った犯行に

つきましては、我々がいろいろな角度から子供たちを見守らなければな

らないというふうに考えております。前は中村地区でもそういう見守り

隊の組織があったというふうに聞いておりますが、今はないという状況

です。それで近隣に電話をしたり、それから実情を見せていただきなが

ら調査をいたしました。 

    富谷では、警察ＯＢ１人を招いてスクールガードリーダーとして、そ

の人に各学区の見守り隊の総指揮をしてもらっているということでござ

います。各地区においてはＰＴＡに呼びかけてＰＴＡの組織、ないしは

老人クラブの組織に呼びかけて老人クラブでやってもらっていると。常

時活動しているのは、老人クラブの富ケ丘の「丘の上サポーター」とい

うのと、成田地区の「成田小支え隊」というのが常時活動しているとい

うことでございます。これらは、いずれもボランティア団体が活動して

いるということでございますが、特に不審者が多いようなところでは議

員さん方が中心になってその活動をしているということでございます。 

    大和も地区の見守り隊があるんですが、これはほとんどＰＴＡないし

その地区の有志の人たちがやっているということでございます。本町に

は、今そういった組織がございませんので、そういった人たちだとすぐ

識別できるような貸与品なども考慮しながら、どのように組織づくりを

していくかということ、今自主的に子供たちの安全を見守っている人た

ちと連携をとりながら、情報を交換しながらそういう組織をつくってい

きたいというふうに思っているところです。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 大郷の場合はそういう組織がないので、大変苦慮してい

る状況はわかりました。 
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    交通安全プログラムで警察官も入って、あと道路の管理者とか入って、

県も入って、そういう協議会といいますか対策委員会がございますけれ

ども、その中で話題にするというかその対策を立てるという方法は考え

られないのですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。学校教育課長。 

学校教育課長（斎藤雅彦君） お答えします。 

    和賀議員さんが言ったとおり、毎年交通安全プログラムの中で警察、

学校、あと土木事務所、あと地域整備課さんも入った中で、学校等から

の安全箇所をすくい上げた中でその会議で共通理解を得て、今後の対策

をどうしていくかというプラン・ドゥ・シー・チェックのサイクルの中

で実施しているわけでございます。先ほど教育長が言ったソフト面での

見守りの部分も含めて、対策についてはいろいろな知識を持った人が集

まっていますので、そういう中で今後も協議する中で子供たちの安全・

安心の部分に寄与していきたいと思っているところでございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 小学生の子供を持つ親にとっては、やっぱり通学で一番

心配なのは交通事故だと思うんですね。なかなかこれで100％というこ

とはないと思いますけれども、信念を持っていろいろより安全な方向に

もっていただきたいなと思うんです。 

    あと、それから川崎の包丁で刺す事件に関しては、あれだけ見ると本

当に引きこもりが即そういう問題を起こすんだというふうになってしま

うのがちょっと怖いんですけれども、そういうことではなくてそういう

不審者情報を共有できるシステムというのは、我が町の場合は確立され

ているんですか。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（斎藤雅彦君） システム的な部分は確立されてはおりませんが、

そういう不審者情報は今宮城県警のほうでもエリアを区切って、今です

と不審者情報のネットのメール配信をしていますので、それについては

教育委員会で受けています。そういう部分で、該当する事案が近隣で起

これば学校等に連絡した中で情報を共有して、学校から保護者に対して

メール配信等を行って、保護者の方へも情報の共有化を図っているとこ

ろでございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） あと、前に子供たちにそういう危険から逃れる指導とか、

これはもちろんやっていると思うんですけれども、それにあわせて防犯
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ベルを貸与しているというか、やっているなということになっているん

ですけれども、これは今でも続けていらっしゃるんですか、防犯ベルに

関しては。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（斎藤雅彦君） 防犯ベルについては、議員さんおっしゃるとお

り前にやった事案がありましたが、ここ何年やっているかどうかの情報

をまだ承知していませんので、確認させていただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 自分の身は子供たちが自分で守るという教育も、非常に

大切だと思うので、それにあわせて防犯ベル等もそれなりに効果あるな

と私は感じていましたので、その辺の検討もしていただきたいなと思い

ます。 

    あと（４）番目の回答で、ＡＳＶ・先進安全自動車の購入補助に関し

ては、今現在はやる考えはないよという町長の答弁でございました。今

やっているところが、香川県でやっているんですね、香川県で。この先

進安全自動車に対して、香川県は年齢制限もちろん65歳から79歳という

ことで区切ってやっていますね。３万円を補助するという、金額的には

微々たるものなんだけれども、結構こういう車は値段が高いので、なか

なかインセンティブを与えるためには非常に効果があるんじゃないかな

と思って今回提案したんですけれども。 

    あと、地方の自治体でもやっているところがあるみたいなんですが、

もう一度インセンティブを上げるためにはこのＡＳＶを普及させる、こ

れをやれば６割ぐらい事故が減るよというデータもあるみたいなんすね。

もう１回この辺のところを、再度検討していただきたいなと思いますが、

再度御所見を伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えさせていただきます。 

    先ほど町長答弁したとおり、大郷町では先進安全自動車への補助とい

うよりは、公共交通機関である住民バス、それに加えて「ふれあい号」

の運行をしておりますので、そちらを積極的に利用していただいて安全

に交通移動していただければというふうに思っているところでございま

す。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 残念でございますが、次の大綱３に進めていきます。 
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    （１）番目の無償譲渡した場合はということで、それは町に返しても

らうんだよというふうに覚書で対応するよということなので、これは理

解いたしました。 

    あと、（３）番目の「家庭での保育への応援事業」の件なのですけれど

も、今は保育士も十分補充できるから特に今は考えていないよという答

弁でしたけれども、人によってはやっぱり３歳までは自分の家で保育を

するんだという、愛着形成期間なのでそういうニーズもあるんじゃない

かなと思うんですけれども、そういう方のために支援をするということ

で提案したのですけれども、大郷の場合そういうニーズというのは今ま

でなかったのですかね。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町民課長。 

町民課長（千葉 昭君） お答えいたします。 

    今議員さんの御質問にありましたそういったものに対してのニーズに

ついては、特に今のところはございません。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） あと、三者協議会での課題ということで、答弁回答いた

だきました。運動会のあり方とか、物品購入の保護者負担などについて

挙げられましたよということで、私なりに気にしているのが、保育目標

が町の教育で立てている保育目標と、あとそれから運営法人の保育目標

がすれ違いといいますか、その辺ないようにどのようにもっていくのか。

例えば、今大郷町は子供に小さいときから英語を一生懸命やるんだとな

っているんですけれども、また新しく認定こども園になった場合にそれ

が続けられるのかどうか。その辺のミスマッチを起こさないようにする

ためには、どのようなスタイルでやっていくのかどうか、所見をこの辺

伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。学校教育課長。 

学校教育課長（斎藤雅彦君） 来年の４月に向けて、現在運営法人側と共同保

育の部分も進めさせていただいているのですが、認定こども園の要綱等

については国のほうでも目指す子供像的な部分で設定している部分もあ

りますし、先ほど議員さん言ったとおり運営する保育園側の考え方もあ

ると思うんですが、今後来年度開園に向けてそこら辺のすり合わせにつ

いては現在町が今までの幼稚園で培った部分もございますので、そうい

う部分については今後十分運営法人側と詰める中で、町の要望をきちっ

とお伝えしていきたいなと思っているところでございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 
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８番（和賀直義君） あと最後に１点だけ、覚書を締結する時期とその覚書の

内容は議会に示していただけるのかどうか、その辺について伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。学校教育課長。 

学校教育課長（斎藤雅彦君） お答えします。 

    前に今回の共同保育をするに当たっても、覚書ということで議会に御

提案させてもらった部分がありますので、４月以降の認定こども園の取

り組みについても協定書的な部分で締結を、３月までには三者協議の中

でも中身をもんだ中で決めていきたいと思いますので、その途中のプロ

セスについても議会等へも説明する中で、御理解をいただきたいと思っ

ているところでございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 了解いたしました。 

    これで私の一般質問は終わります。ありがとうございました。 

議長（石川良彦君） これで和賀直義議員の一般質問を終わります。 

    次に、４番熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） 午後の眠い時間ですが、頑張って皆さん起きていただき

まして、私の質問を聞いていただければなというように思います。 

    ４番熱海でございます。通告に従いまして、質問させていただきます。 

    全体的に、地域振興公社のことに関して御質問をさせていただきます

が、３点ほど質問したいと思います。 

    まず１点目、住民バスの停留所について。住民バスについて、道の駅

内の停留所は現在開発センター玄関脇軒下にベンチがあるだけで、住民

から待合室などの設置の要望があります。冬はもちろん、夏でも朝なん

かはとても風が吹けば寒いという状況であります。また、乗り継ぎのと

きでも待機しているときはとても寒くて大変とのことでしたので、待合

室、待合所の設置をすべきと考えますが、町長の所見をお伺いしたいと

思います。 

    それから道の駅、物産館の２階和室の利用についてですが、（１）つ目、

物産館の使用について。これまでは場所だけを提供する方向で食事は仕

出しなどを考えているとのことでの前赤間社長の答弁でありましたが、

その辺のお考えをお示しいただきたいと思います。 

    （２）番目、２階へ上がる手段が階段しかなく、エレベーターは耐震

的に使用できない状況でございます。今後エレベーターをどのようにし

ていくのか、お伺いしたいと思います。 

    それから３点目、「縁の郷」の、町長の今まであったお話しの中につい
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てですが、「縁の郷」について、以前縁の郷を中心とした養蜂でロイヤ

ルゼリーを生産する企業が立地するとのことでございましたが、進捗状

況はどうなっているのかお伺いしたいと思います。 

    この３点でございます。よろしくお願いを申し上げます。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいまの熱海議員御質問でございますが、まず大綱１

の道の駅構内の住民バスの待合室についてでございますが、乗り降りす

る場合などを考慮すると日中の時間にはなりますけれども、６月１日を

もって公民連携室が開発センターに設置されました。日中は十分ロビー

を使ったり玄関に入ったりすることは可能でございますけれども、朝早

く、夜事務所が閉じてからの使用についてはできないという状況にござ

います。この辺につきましては、もう少し開発センターの軒の部分に新

たな物売り場を考えているようでございますので、その辺なども今後協

議しながら、住民バスの乗客が使えるような内容に指導してまいりたい

というふうに今ございます。今後の課題として捉えているところであり

ます。 

    それから、大綱２番の物産館２階和室の利用についてでありますが、

この和室につきましてはこれまでも宴会などの利用の御質問がございま

したが、今差し当たってあれをどうするかということ、先日まで赤間社

長にリニューアルオープン後も５月いっぱいまで社長をお願いしてござ

いました。６月１日をもって社長の新旧交代がございまして、今後こう

いうような問題も含めて再検討、今後の２階の使用のあり方についても

検討してまいりたいと。公社側の見解だけでなくて町としての指導強化

を図って、何らかの使い勝手のいい議員の質問に応えられるような、そ

んな内容にしてまいりたいなというふうに思います。 

    また、（２）番のエレベーターについての御意見でございますけれども、

御承知のとおり建築基準法改正による耐震対策等の問題により使用でき

ない状況にございます。あれを使用するということになりますと新たな

内容になり、エレベーターの更新ということになりますとまた大変な費

用が必要ということでございますので、これにつきましても２階の今後

の使用のあり方も考え、今子供たちがキッズスペースとして利用してい

るあの子供たちの遊ぶ場所もあのままでいいのかということを、子供た

ちを連れてきているよその方の御意見なども二、三この間聞かせていた

だいたのですが、どうも余りよろしい内容ではないという話もあるもの

ですから、和室とあのキッズスペースをもう一遍再検討する必要がある
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というふうに考えていますので、早速新しい経営者と考えていきたいと

いうふうに思っているところであります。 

    それから、大綱３つ目の「縁の郷」の企業進出につきましては、現在

も企業進出に向けて向こう様もいろいろな調査を進めているところであ

ります。また、先月から事業者が土橋地区に養蜂箱を設置しながら、吉

田川の河川の四季の花などの調査を、ミツバチを使って今蜜の採取も含

めて環境調査をしているところであります。 

    先日、東京の帝国ホテルでこの会社の新しい学会での発表会に、私も

大郷町の今後おつき合いする立場から御招待いただいて、医学会、医薬

品の関係者、スポーツ界、大学、政治家、さまざまな方々の発表会にお

じゃまさせていただきました。今ロイヤルゼリーの将来性というものに、

大変奥深いものを感じてまいりまして、大郷町がこれからこの企業とあ

る意味では共存共栄を図っていく町としての一言、挨拶してくれという

依頼があったからお話しを申し上げたのですが、本町のこの残された自

然、これをこういう産業に生かすことによって、本町の新たな産業の形

成が図られるということでございますので、これを大事にしながら相手

方も本町を理解されて、互いに共存できるような内容にさらに広げてま

いりたいというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） それでは、再質問のほうに移りたいと思います。 

    まず、住民バスの停留所についてなんですが、町長は日中、今事務所

あるところ、そこを待合室にすると。日中はね、当面。ただ、今のあそ

このロビーに入っただけで、バスの運転手が果たして待っている人が見

えますかということですよ。待っている人いないと思って、そのまま乗

せないでいったら大変迷惑かかるのでないかと思うんですが、その辺の

日中のまず取り組み方をもう１回聞きたいのですが。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） お答えいたします。 

    まず、日中での対応という形になりますが、先ほど町長が述べたよう

な形で、開発センター内のロビーを御利用いただければなというふうに

考えております。 

    なお、住民バスに関しましては、道の駅というものが１つの起点にな

っているところでございますので、そのままスルーするというような場

所ではございませんので、そういった乗り残しはないと思っています。

また、お客さんの方々についても、その辺は自分が乗るバスを確認の上
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乗っていただければなというふうに考えております。 

議長（石川良彦君） 熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） 起点になるから、乗り過ごしていく人はないんじゃない

という考えなんですけれども、あっては困るわけですよね。なおさらあ

そこの入り口というか、玄関口がよく見えないようなつくりになってい

るので、もしできればもうちょっと透明性の高いようなつくりにして、

日中はそれでいいんだかもしれませんが。 

    じゃあ、朝と夜どうするんだということになりますと、私も大和町の

ターミナルのほうに行って確認をしてきたんですが、全部ガラス張りに

なっているんですよね。運転手さんが見える状況になっている、だから

乗り過ごしがないような状況になっているんですが、そのようなつくり

で、例えば今から検討していくのであれば、そのようなつくりでぜひ検

討をお願いしたいのですが、どうでしょう。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 一つのアイデアとして、利用者も運転手もわかりやすい

黄色い旗でも立てておくとか、休んでいますよという連絡がそういうも

のでつくような、そういう工夫などもすれば大丈夫だというふうに思う

のですが。いかがでしょう、利用者の立場になって。 

議長（石川良彦君） 熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） そいつは、今町長言ったのはあそこの事務所で待ってい

る場合の話だすぺ。違うく、今「夜だったらあそこのベンチの軒下のと

ころも少し考えましょう」と最初の答弁あったもんですから、だから「も

しやるんであれば、そういうようなつくりがあったほうがいいんじゃな

いですか」と言ったんです。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） そのとおりです。そのように指導します。 

議長（石川良彦君） 熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） ぜひその待合所、今後あるんであればそのようにお願い

をしたいと思います。 

    それでは、質問２番目の物産館の和室についてなんですが、町長は今

からキッズスペースを検討するということなんですが、あそこリニュー

アルオープンして２階もキッズスペースにするということで、多分町長

も間に入って話し合いが行われたんでないかなと思うんですが、そのと

きに和室の話まで出たのかどうか、まずお聞きしたいと思います。 
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議長（石川良彦君） 答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） 大変申しわけございませんが、そこまで把握し

てございませんので、御了承ください。 

議長（石川良彦君） 熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） リニューアルオープンに向けて、設計する段階で、あそ

こでキッズスペースやるというようなことは説明受けた記憶があります。

ただ和室に関しては、一切説明がなかったわけですよね、使うとも使わ

ないとも。そいつを今、課長変わったからわかんないと言っても、こい

つ今までじゃあ町長には話なかったんですか。まず、町長にはなかった

んですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 町長には、あの和室をどうするかというのはございませ

んでしたが、ただオープン間もなく新年度になって、新しい年になって

あそこで賀詞交換会をしたということは、あれはその日だけに特化した

ということで、日常の使用にはどうも経営上食事を提供してまでとても

できないという、そういう内容で休んでいたということなので、今度は

新しく社長が変わったので、そのこともこの間株主総会でも申し上げま

した。株主の立場からも、公社の経営者側にも和室を利用して町内の方

々に小宴会できるような内容にしてくれということで、「わかりました」

ということになっているので、多分できるというふうに思います。 

    ただエレベーターについては、多額の費用がかかるということであり

ますので、２階に上がり降りするお客様が階段を登っていくということ

になりますと、なかなか大変だなということであります。エレベーター

さえ使用しないということであれば、そんなに難しい問題でないようで

すから、厨房はまだ使えるようですから、ただ今いろいろな道具が入っ

ていますからあれ片づければ使えるということです。宴会はできるよう

に、そんなに時間をかけないでやらせたいというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） 前社長が５月14日の特別委員会の中で、「要望があればあ

そこの和室で宴会もできるようにしたい」ということだったんですが、

あそこでやる場合に例えば物品、食事の弁当なり仕出しを上に上げるに

しても、エレベーターがなければなかなか厳しいだろうというような見

解はあったんですが、このまま仕出しみたいな形で継続はしていきたい

というような話はありました。ただし、その仕出しだって「地域振興公

社側で提供はするけれども、お客さん次第ですよ」というような話もあ



―３７― 

りました。 

    仕出屋さんは、例えば我々があそこの道の駅を借りて登っていくとき

に、階段登っていくんではえらい大変だっちゃね。そうすると、借りな

いという方向になりますよね。そこを考えてほしいなというように思っ

ているんです。エレベーターの話も、町長、出ましたけれども、この間

の特別委員会の中ではエレベーターをあのままでは使えませんというこ

とで、エレベーターを１つかえなきゃないそうなんです。それだけで2,000万

円だそうです、大体の見積もり。 

    じゃあ、そのエレベーター交換したら、そのまま使えますかと言った

ら、耐震的に使えませんと。2,000万円かけても意味がない。じゃあ、

どうするんですか。そうしたら設計し直して、耐震に見合うような建物

にしなきゃない。そうすると、建て直すぐらいの金額になる。というこ

とは、ずっと今からエレベーターは使えないということですね。使えな

いで、じゃあ和室をどうするか、キッズコーナーをどうするか、実際そ

ういう階段だけでやれるような方向って何かあります、私はなかなか厳

しいんじゃないのかなと。町長に何か考えがあれば、一言お願いしたい

と思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） あの裏に非常用の外階段があるのね、あの建物の裏のほ

うに。あの裏側も、ちょっと構造的に急なの。あれを緩やかな階段にす

るのは、回り階段にして上がってくるか何かの工夫が必要だというふう

に思います。それから、中から入るということは、要するに店は６時で

終わるんだと。宴会は６時から９時までだという客の場合、あの店場を

通らなければ２階に上がれないというこの不都合な問題もあるので、そ

の辺も中を通らないで行くためには外から階段しかないんでないのかと。

２階に行ってしまえばいいんだけれどもね、２階に行くまでの外から上

げる階段をもう少し緩やかな内容にできないかということを専門家に見

てもらって、その構造的なものも考えたほうがいいと。 

    耐震構造でなければ、新しくエレベーターつけても使えないという。

だから、今平屋で使う方法しかないと。でも、子供たちは階段上がって

キッズスペースまで行って遊んでいる。大人は、そうはいかない。健常

者でピンピンしている人はいいさ。高齢者の皆さんが使うということに

なれば、なかなか苦労な施設だなと思っているんです。 

    だから、２階の和室を使うという発想に立つのか、「いや、使わないほ

うがいいわ」となるのか、その辺ちょっともう少し専門的なところで調
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査をしないとわからないというのが現状です。ただ、宴会できないとい

う環境ではないと、あそこの道の駅の今のスタッフでできないというこ

とではないようですから、やるようにするためには２階までどのルート

で上がってもらうかを検討します。 

議長（石川良彦君） 熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） 今の段階で、エレベーター使えないというような話にな

ってしまったんですがね。ちょっと話戻して申しわけないんですけれど

も、我々に全員協議会で御説明があったときには、使えるものというよ

うな状況で説明がありました。こいつがどの段階で使えないのか、何で

そういう説明が我々議員になかったのか、その辺ちょっと説明してもら

えますか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 私の承知している範囲では、去年のリニューアルオープ

ンの最終段階に来て、エレベーターの話が出た。そのときに耐震構造に

ない建物だ、建物そのものがエレベーターを使用する構造にない建物だ

ということがはっきりしたということを言われて、何千万円もここで改

修しても使えないというのがオープン後決定した、10月ころなんだね。 

    余りこの事業に直接入ったわけでないから、農政課も伊藤君が、いな

い伊藤君を言ったってどうしようもないけれども、まず設計屋さんに来

て話してもらえば一番わかるんですけれども、私の承知しているのはも

う最終段階に来てエレベーターの話が出て、エレベーターを使うように

しろということで検討した。ところが、エレベーターを使用するのに何

千万円もかかると。だけれども、建物の構造がエレベーター使えるよう

な内容のものでないということで、エレベーターを使わないということ

で、あのリニューアルオープンの準備が整った、こういうことですから、

全くその時点からエレベーターというものはあの建物には使用不可能な

ものだというふうに認識していました。 

議長（石川良彦君） 熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） そこで、我々あのとき視察に行ったときに、ちょっと私

いけなかったのですが。視察に行ったときに、使えないというのはもう

全員あそこの道の駅の人たちはわかっていたと。知らないのは、議員さ

んだけだった、そういう状況だったみたいです。ということは、何でそ

いつを議員さんに説明しなかったのかということを聞きたいんですよ。

必要ないと思ったのか、その辺誰か説明できる人いる、課長変わったか

らいないんですか。 



―３９― 

議長（石川良彦君） 課長、聞いている、参事、財政も聞いていない。誰もわ

からないんだ。もう少し早い時期に、この質問してもらうとよかったん

だけれどもね。３月の議会にでもやれば、もしかするともう少し説明い

ただいたかと思います。 

    わからないということなので、その範囲内で町長、じゃあお答え願い

ます。 

町長（田中 学君） リニューアル前に、使えないということははっきりした

わけだ、その辺は議員もわかっていると思うんです。予算を通すときに、

その話は議論されているさ。 

４番（熱海文義君） 使えるものだと思っていたんです。 

町長（田中 学君） 我々は、使えないからその分おろしたから、１億円で仕

上がったと。エレベーターまで入れると、エレベーター改修もしようと

いう、そういう内容で議論はあったのさ、議会に。 

議長（石川良彦君） 町長、議会には予算の段階でエレベーターが使えなくな

るとか、和室が宴会に使えなくなるという説明は一切ありませんから、

そのまま使えるものだと思って議会では、議員は皆思っていたというこ

とであります。 

    熱海議員、満足な回答いかないようでありますので、次の質問に移っ

てください。 

町長（田中 学君） この件についてはもう少し内部で調査して、答弁できる

ようなものにしたいというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） ぜひお願いしたいです。 

    和室のことに関してさ、町長ね、和室とキッズコーナーと、キッズコ

ーナーも悪いわけではないんですよ。私最初にキッズコーナー見たんだ

けれども、寄附してもらったのはありがたいことですよ。大変ありがた

いのですが、いざじゃあ自分の子供をあそこで遊ばせるかといったら、

ちょっとあのマットのとてもきれいなところでは遊ばせることできない

なと。まずそういうのがあるんで、いろいろ今から検討するということ

なので、ぜひいいものに本当に検討してほしいなというふうに思います

ので、最後の質問にいかせていただきたいと思います。 

    まず「縁の郷」についてなのですが、今土橋のほうで養蜂箱を設置し

て調査しているということなのですが、その調査というのはいつまでや

って、例えば本格的に養蜂やるよというような時期なんかは、町のほう

に提示というのはまだ来ていないのですか。 



―４０― 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 冬越し手前まで、秋口まではそこで調査するということ

のようです。それで、基本的には事業規模も半端でない内容なものです

から、我々があそこの大松沢の野菜工場を誘致するような、そういう内

容でないさまざまな人たちがくみされていて、国の資金も入ってくる、

そういう内容のものだから、我々の町の希望だけで動くものではないと

いうふうに認識していただきたいというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） 町長、あそこを中心にして何十町歩というもの。（「何百

町歩」の声あり）何百町歩の面積を必要とするということの説明があっ

たのですが、あそこの山だけでその何百町歩もつくれるぐらいの面積の

確保は大丈夫なのですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 建物建てたりする分については、十分だそうです。ただ

花の咲く木、花木をいろいろ植栽していく。また、できれば休耕した田

んぼ、荒れている田んぼも利用しようという考えのようですから、いろ

いろな省庁にまたがっている部分もいっぱいあるようで、そういうもの

もみんな整理しながら１つの事業としてあそこに誘致するというのには、

ちょっと時間が必要なようです。自前でみんなやればいいんでしょうが、

そうではない内容のようでありますので。国の資金も入る、こういうこ

とでございますが、町が国から受けるというものでない、事業者のほう

の立場でのものです。 

    我々も、余り詳しくそういう資金の流れというのはわかりませんが、

国と民間とその会社と共有する内容の資金が流れるということですから、

いろいろ各界の人たちの集まりでございました。東京でのその発表のと

きに、東北大学も行っていたようですね、その担当に入っているという

ことです。こっちからは、宮城大学とかいっぱいそういう人たちが参加

している事業なので、あわてないで私もじっくり次の時代の人たちがそ

れを使うということになる事業でありますので、よろしくどうぞお願い

いたしたいと思います。 

議長（石川良彦君） 熱海文義議員。 

４番（熱海文義君） ゆっくりでいいのですが、町長ね、全員協議会なり、そ

れからこの辺さお茶飲みに、議会控室のほうに来ていただいてお茶っこ

飲みしながらでもいいので、進捗状況を逐次説明していただければあり

がたいと思うのですが、その辺の考えはありませんか。 
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議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 相手方に支障のない程度のものであれば、お話ししたい

と思います。これだけは、まだ情報として早いから流さないでよと言わ

れるものは、黙っていなければならないけれども、できるだけ皆さんに

わかりやすく報告したいというふうに思います。 

４番（熱海文義君） 終わります。 

議長（石川良彦君） これで熱海文義議員の一般質問を終わります。 

    次に、５番石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） それでは、５番石川壽和です。通告に従いまして、大綱

２点質問させていただきます。 

    １点目、外国人就労者の受入体制について。 

    全国的に人手不足と言われております。各分野で海外からの就労者を

雇用しているのが現実であります。本町でも、最近ある会社でベトナム

から15名を受け入れており、聞いたところでは６月にはある会社でミャ

ンマーから３名の従業員を雇用すると聞いております。今後大松沢に展

開する３農業法人では、聞くところによりますと200名から300名くらい

の雇用が生まれると聞いております。今後、外国人就労者がかなりふえ

ると予想される中、地域の人たちから不安の声も聞こえております。 

    そんな中で、以下の点をお伺いいたします。 

    一つ目、現在本町の外国人登録者は何名いらっしゃるのか。 

    二つ目、これまで外国人の方々とのトラブル等はなかったのか。また

あったとしたらどんな内容で、どう対処されたのかお伺いいたします。 

    三つ目、言葉や生活習慣、特にごみの分別・出し方などどう対応され

るおつもりなのか、お考えがあればお伺いいたします。 

    四つ目、受入対応策をあらかじめつくっておく考えは町としてないの

か、お伺いいたします。 

    大きな２点目、「道の駅おおさと」について。道の駅の営業というか町

直接ではないので、大株主・筆頭株主としての考え方なりをお伺いでき

ればと思って質問させていただきます。 

    「道の駅おおさと」、リニューアルして半年が過ぎようとしております。

過般、おおさと地域振興公社に関する特別調査委員会で、リニューアル

後の売り上げなどをお聞きしました。けさ町長のお話しにもありました

けれども、売り上げは伸びておるようでございますが、私が見た限り産

直品の売り上げが伸び悩んでいると感じました。 

    私の考えとしては、道の駅のよしあしは野菜の品ぞろえ、陳列が全て
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と言っても過言ではないと思っております。例を挙げますと、品目ごと

の陳列をするとか、品切れを極力減らす、それから重要な品質の管理、

開店までに陳列を終わらせるなどをクリアすれば、売り上げはおのずと

ついてくるのではないかと思っておりますが、所見をお伺いいたします。 

    以上２点、よろしくお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいま石川議員からの外国人就労の受入体制について

という御質問でございますが、外国人就労者の受入体制について、（１）

の外国人登録者数は平成31年４月30日現在で78名でございます。うち男

性が47名、女性が29名となっております。 

    （２）番、中村地区においてごみ集積所のごみの出し方が徹底されて

いないということがあったようでありますが、外国人を受け入れている

企業に対して行政から申し入れを行った以降は改善されて、何ら今は問

題ないということであります。 

    （３）番について、雇用先の企業に御協力をいただき、コーディネー

ターや通訳の方を通し、ごみの分別や出し方についての指導をしたとい

うことであります。 

    （４）番については、今後も雇用先の企業の協力体制を確保していく

とともに、地域との連絡協調を密に図ってまいります。その役割を、役

場で果たさなければならないというふうに思っております。 

    それから、大綱２の道の駅についてでありますが、道の駅リニューア

ル後の売上結果として、他の品目に比べ産直品の売上伸び率が低いこと

を確認していたところであります。ほかのものより産直品が、売り上げ

が低いということでありますので、議員からの指摘のとおりであります。

産直品につきましては、リニューアル前から道の駅の主力として会員の

皆さんの努力もございましたし、売り上げを伸ばしてきたところでござ

いますが、来店した方々の声をお聞きしますと品ぞろえ、在庫管理が行

き届かず、残念な思いをさせてしまうことがたまたまあるということが

ございます。産直友の会での改めて課題の洗い出し、会員間共有を図り、

栽培や販売などの技術的な内容も含め研修会などを定期的に実施してい

るところで、今後その効果を期待するものであります。 

    先月、５月に入って産直友の会の会長が変わって、今まで渡辺採種場

の種屋さんの職員だった高橋秀行さんが今度産直友の会の会長になって、

精力的に生産指導をやりながらいろいろな品ぞろえがきちっとできるよ

うな栽培システムを指導しているということになって、ようやく今この
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時期になってそれが実りつつあって、バランスのいい出荷がされてきた

ということであります。これからも農家の皆さんに、指導さえすればす

ぐ順応できる農家の皆さんのようですから、少し年を召されても頑張る

という生産者がございますので、もう一遍「おおさと道の駅」の野菜が

よその道の駅と比較しても遜色のないものにしていかなければならない

というふうに思います。 

    今、県下でも大分道の駅がふえてまいりますので、まさに競争率が高

くなってくるので、評判を落としてから上げるまでに大変な時間も労力

もかかるということですから、この辺でもう一遍新規まき直しを図って

まいりたいというふうに思います。 

議長（石川良彦君） ここで10分間休憩といたします。 

午 後  ２時１９分  休 憩 

午 後  ２時２９分  開 議 

議長（石川良彦君） それでは、休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

    石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） １点目の（１）から（３）番目まで関連しますので、ま

とめてということで再質問させていただきます。 

    外国人登録者が現在男女で78名ということで、目立ったトラブルもな

く、ごみの出し方ぐらいだったということなのですが、近隣の方々との

言葉によるトラブルなどというものはなかったのかどうなのか、お聞か

せをいただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。言葉の壁によるトラブル等につ

いては、聞いてございません。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） 幸いです。いろいろなところからの情報を見てみますと、

やっぱりこの受入体制についてきちっとやっている自治体もネットなど

で見ると結構多くて、ただ宮城県の場合は外国人の割合が比較的少ない

ので、費用面と人材不足ということで情報と窓口の多言語化がなかなか

進まない。せいぜい県政だよりやホームページなどの言葉でのあらわし

方ぐらいだという内容でございました。 

    また、御存知のように隣町にも数百人の方が居住していらっしゃると

いうことなのですが、こちらにしても担当の方の声として予算をいただ

いても支援のスキルのある人材の確保が難しいと。町民からのアプロー

チじゃなくて、働いている人が町に相談に来られても町として対応が、
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言葉の壁だったり、そういうのが難しくて、そういう人材をいかに確保

するのかが逆に難しいというようなお話しもありまして、改正の雇用条

例が今度来年の春から変わりまして、外国人労働者が働きやすい、日本

に来やすい環境がこれからできるわけで、そうなるともっともっとふえ

るということで。その辺の対応が難しいという隣町のちょっとしたホー

ムページの中であったものですから、これ４番目にもつながるかもしれ

ませんが、そういう中で先ほども申し上げましたけれども大松沢に来る

農業法人について、300人からの雇用があるということなんですが、そ

の雇用面について。 

まず１点目、雇用面について町のほうに何らかの３社なりから相談等

があったのかどうなのか、まず１点その辺をお聞かせいただきたいと思

います。 

議長（石川良彦君） まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） お答えいたします。 

    大松沢に進出いたします３社の農業法人に関しまして、既にイグナル

ファームの事業は展開しているところでございますけれども、こちらに

関しては御質問にもありましたように、外国人の就労がもう既にあると

いう実績がございます。東北アグリヒトに関しましては、まだその辺は

未定でございますけれども、今月こういった事業者の方々にお集まりい

ただいて雇用関係を協議する場を設けることとしております。 

    なお、村上農園に関しましては、その辺は自社で用意できるという形

での回答をいただいておりますので、その協議にも参加する予定はござ

いません。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） 確かに以前に、町長、覚えていらっしゃるかどうかわか

りませんけれども、ちょっとお話しさせていただいたときに、町のほう

に余りそういう相談がないので、「村上農園あたりは海外にも工場があ

るくらいだから、多分海外からの人材を引っ張ってくるのでないか」と

いう、「大松沢の旧小学校を外国語学校にしたらどうだ」というお話し

もいただきましたけれども、そうなってくると本当に外国人だらけにな

る可能性だってあるわけで。 

先ほどから出ているように今まで受け入れている自治体のホームペー

ジなんか見ますと、問題になっているのはやっぱり騒音とそれからごみ

の問題ですよね。騒音に関しては注意するほかないのでしょうが、ごみ

の出し方とかそういうのは日本語だけじゃないものを町のほうで用意す
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るような考えはあるのかないのか、その辺お聞かせいただきたいと思い

ます。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町民課長。 

町民課長（千葉 昭君） お答えいたします。 

    ごみの出し方等につきましては、まず答弁にもありましたとおり大体

は企業の方ですと、その企業の中にコーディネーターまたは通訳の方が

ついておられるのが一般的でありまして、その方々を通じまして今のと

ころごみの出し方や分別の方法について、転入届けなどに来たときにお

話しをしていただいて、詳しく説明をしていただいているところでござ

います。 

    黒川行政事務組合のほうにも確認したのですが、今ごみの出し方等に

ついてのパンフレットは全部一括で黒川行政事務組合のほうで作成して

おります。今後も、外国人用のものにつきましては、今の英語だけでは

なく多国籍から来ておりますので、いろいろな言語に対応することは難

しいというような回答をいただいております。今後そういったものが必

要になってきた場合には翻訳機、日本語でしゃべると英語で出るとか、

いろいろな国の言葉で出るというような機械がそんなに高価ではなくあ

るようでございますので、今後必要になった場合にはそういったものの

設置を考えております。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） かなり先を見越しての用意ということなので。ただ、や

っぱり幾ら会社で指導しても、私も今衛生の組合長やらせていただいて

いるのですが、同じ日本人の部落の中を教育するのにも苦労しているよ

うな状況なので、その辺本当に会社のほうで教育して成り立つものなの

かどうなのか。多分最終的に苦労するのは、地区の衛生組合なり住民な

りだと思うので、その辺きちっと本当に教育していただかないとどうな

のかなと思いますので、もう一度その辺お考え、意気込みをお聞かせい

ただければと思っております。 

議長（石川良彦君） 町民課長。 

町民課長（千葉 昭君） そうですね、やっぱり時間がたってからだとなかな

か難しい問題もあるのかなと思いますので、先ほど申しましたとおり転

入届けを出した一番最初のスタートの時点で、徹底した指導のほうを今

後も強くしていきたいというふうに考えております。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） 本当にその辺よろしくお願いしたいと思います。 
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    先ほどもちょっと触れましたけれども、４番目のトラブルになる前に

町のほうでも対応策を、ある程度のところで考えておいたほうがいいん

じゃないか。提案なのですが、その辺どうお考えなのかお聞かせいただ

きたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    基本的には、先ほど来申し上げているとおり個別対応というか、速や

かな問題解決に当たるのが一番というふうに考えております。宮城県で

も、ようやく国の指導のもと多文化共生総合相談ワンストップセンター

というものが宮城県で１カ所立ち上がってございますので、そういった

ところの専門的な情報提供等もいただきながら、本町として外国人就労

者の受入体制を整えてまいりたいと考えているところでございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） あとそれから気になるのが、ここで言う町内会とか自治

会への、居住するとなればそういう問題も出てくるわけで、そのほかに

は防災情報をどういうふうに伝えるかとか、避難所の案内をどうするか

とか、その辺のところもやっぱり住まわれれば町民ですので、その辺の

ケアを町のほうでどんなふうに考えていくおつもりなのか。もしお考え

があれば、お聞かせいただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    一つの事例として、既に先行している農業法人１社につきましては、

役場の職員が橋渡しになって上町と下町の行政区長さんのほうに出向い

て、そういった方が就労されますと、地域に住まわれますといったとこ

ろで情報提供というかそこら辺、地域との連絡調整を図ったというふう

な事例があります。今、防災情報といったところもあります。今のとこ

ろは、まずもって雇用先の企業の通訳の方を通しての情報の伝達という

のが一番ベターかなというふうに思ってございます。けれども、議員御

指摘の点につきましても、担当課といたしまして今後そういった視点も

加えながら、防災行政のほうもきちんと伝達できるように考えてまいり

たいというふうに思ってございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） その辺も、よろしくお願いしたいと思います。 

    あとは、今大松沢に来ているミャンマー人３人も、うわさの域なんで

すよね。回り回って耳に聞こえてくるので、上町地区とそれから下町の
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区長にお話しはあったようなんですが、やっていいものかどうかわかり

ませんけれども、町の広報なりで「こういうところにこういう方が住ん

だので、皆さんよろしくお願いします」ぐらいのことは、町民の情報と

してあってもいいのかなとも思うのですが、その辺のところどうお考え

でしょうか。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    外国人といえどもプライバシーの関係もありますので、それにつきま

しては考えさせていただきたいと思ってございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） 確かにそう思って、今私もお聞きしたんではございます

が。何かみんなでやっぱり町民も受け入れる体制をつくって、気持ちよ

く迎えて働いていただきたいなと私なんかは思うので、その辺何らかの

形で町民の方々にお知らせできるのであれば、考えていただきたいなと

思うのですが。その辺は、よろしくお願いしたいと思います。 

    それでは大きな２点目、「道の駅おおさと」についてを再質問させてい

ただきます。 

    今、答弁の一番最後に町長がおっしゃったことが実現すれば、私なん

かが何も言うことはないのでございますが、確かに私の持論としては、

この質問書にも載せましたけれども、野菜の品ぞろえ一つで道の駅、私

なんかはお金をかけて改修することもなかったなと思うのですが。野菜

の品ぞろえ一つで道の駅のよしあし、私もあちこち歩きますが、大抵野

菜売り場を見ただけで「ああ、この店売れているな」とかわかるような

気がします。やっぱり私の理想とするのは、品物ごとの品ぞろえですよ

ね。例えば白菜が入り口のところにあって、ぐるっと回っていったらあ

っちにもあったと、こっちにもあったと。お客さん見比べて、ここで取

った白菜をこっちに置いて、こっちのやつ持っていくと。今、多分バー

コードで管理しているのでしょうから、みんなのものを集めて品目ごと

に並べるというのは可能だと思うんです。残れば、「何で残ったのかな」

とお互いに生産者同士の切磋琢磨にもなるのかなと思ったりもしていま

すし、リニューアルになってやっぱり聞こえてくるのは、「大枚かけて

リニューアルした割には、産直の売り場全然広くなっていないのでない

のかな」というような話がよく耳に聞こえてくるので。その辺の野菜の

品ぞろえ、農政商工課長変わったばっかりなので、酷な質問かもしれま

せんが、そういう指導もやっていっていただきたいなと思うんですが、
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その辺どんな感じで受けとめていらっしゃるのか。まずお聞かせいただ

きたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    商品の品ぞろえということで、今議員のほうからお話しございました

が、現在のところ産直友の会のほうで各個人ごとのブースを設けてとい

うことで、出荷のほうさせていただいているというふうな状況で、現在

先ほど町長の答弁にもございましたが高橋会長を中心に研修会を定期的

にやりながら課題点を洗い出し、その課題をどういうふうに克服してい

くかということで検討している段階でございますので、今議員のほうか

らいただいた御提案につきましてもお話しのほうはさせていただければ

と思いますが、最終的に産直友の会のほうでそのあたりについては決定

していただければと思ってございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） それから、もっと大切なのは品物の品質管理ですよね。

やっぱり成功している道の駅に行ってお話しを聞くと、専門に品物を見

て、それこそ気持ちよくはねてだめなものはだめ、いいものはいいとい

うような品質管理をなさって、早めに品切れしたことについては電話な

りファクスなりで連絡してすぐ品物を入れてもらうとか、そこまで徹底

してやっているところはやっぱり売り上げもあるみたいです。その辺ま

で本当に専門の目利きの人を入れて、誰でも構わないのですがそういう

生産者とのパイプになって品質管理をきちっとしていただければいいな

と思うんですが、その点はどうですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    品質管理の部分でございますが、今のところ私のほうでそこをどうい

った管理をしているのかということで、把握のほうはしてございません。

申しわけございません。恐らく個人で把握している部分があるのかなと

いうところはございます。在庫管理につきましては、そこのブースのも

のが、在庫が切れそうなときには、メールで送信するような形になって

ございますので、切れそうなときにメールを送って、そのときに在庫と

して持ち寄ることができれば出荷のほうはできるというような状況にな

ってございます。 

    以上でございます。 
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議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） 一番悔しいのは、「せっかく買いに行ったっけ、物なくて

や」という、町外の方なんかも悔しいですよね。一般にスーパーで「機

会的損失」っていうのですけれども、お客さんが来ても物がない、これ

も全く商売人としてはね。その辺、だからさっき言ったようにきちんと

目利きの人を据えて、その辺きちっとやるように指導していただきたい

と思います。それからよく聞くのが、開店を待って入っても品物がない

と。やっぱりこれも売れているところに行くと、もう開店と同時に物が

あふれるぐらいありますよ。多分見てみると開店前に車並んでいますか

ら、待っているのですよ、お客さんがね。待っていて、いざ開店となっ

て入って、品物がないんではやっぱり話の外なので、その辺のところも

同じ答弁になってしまうのかもしれませんが、その辺のところの受けと

め、もう一度課長のほうからお願いしたいと思います。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    品物の出荷の時間ということでございますが、基本的に道の駅のほう

から産直友の会のほうにということで、指導というかお願いというかと

いうことになりますが、開店の時間に合わせて出荷してくださいという

ことでのお願いはしておるところでございます。ただ、それに実態がつ

いていっているかというところは疑問なところがございますが、指導の

ほうはしているということで確認はとってございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） このことについて町長、品質管理から品ぞろえというこ

とで、先ほども答弁いただいたのですが、なおもう１回お願いします。

町長。 

町長（田中 学君） それでは、私のほうから改めて議員の皆さんに道の駅の

これからの方向性について。５月31日株主総会、役員会、開催をしまし

た。その際に、５月31日をもって前赤間社長が退任いたしまして、５月

１日付で新社長の、前まで役場の職員でございました櫻井孝則氏を社長

に就任をお願いして、これからの地域振興公社と町との関係を再構築し

ながら、道の駅の役割というものを、町のかかわりを十分理解していた

だいて社長に就任をお願いいたしました。 

    また、売り場の担当のほうも、今までの道の駅からこれからの道の駅

に変わっていくために、これも人材を登用しなければならないというこ

とで、この道何十年という経験のある人材、仙台の店舗に勤めて支配人
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を数十年経験のある人材を２人あの道の駅にお願いして、これからの道

の駅のあり方について、あの道の駅まで来るまでの間に２カ月ほど日本

の道の駅を見ていろいろな情報を得て、もし大郷町に来てもらえるので

あればお願いしたいということでやったのですが、自分の決断をもって

おいでいただきたいと。頼まれたからじゃなくて、自分の考えを十分生

かせるような内容でおいでいただきたいという内容でございましたが。 

    この道の駅は街道筋で、国道でもない単なる県道で、そんなに主要県

道としても朝晩の通勤に混み合う道路で、日中は余り通らないそういう

雰囲気の道路であるので、何かよその道の駅と違う内容でこれから商売

しなければだめだということから、実はテーマを持って来ていただくと

いうことでございましたが、５月１日からお手伝いをしましょうという

ことでお願いをしました。その人間と櫻井社長と新しい道の駅を目指し

て、大郷町のこれから進めていく公民連携を発展的にあの道の駅が中核

を担う道の駅としての役割も果たしていただくということでございます

ので、大分今までとは違う専門的な視点で物を売る、人を集めるいろい

ろな祭事も次から次へと打っていかなくてないという、そういう考え方

をもってきていただいた。 

    いよいよこの６月から、新しい社長のもとでそのような我々の期待に

沿う形で、今までにないやり方に期待をしているところでありますので、

議員がおっしゃるような内容、これも現場の畑から入っていかなくては

ならないということが、生産者と道の駅の担当のほうもお互いに理解を

しながら、今後の「おおさと道の駅」が県下でも引けをとらない内容に

なっていくことが大事だということであります。 

    岩出山の「伊達な道の駅」も、北海道のチョコレート１つ欲しくてお

客が来るということでありますが、この「おおさと道の駅」もそうであ

れば、ここもそれにあやかる形でも何かオリジナルをつくってまいりた

いというふうに思います。明成高校とのかかわりも、そういう視点から

始まっているものですから、明成高校の生徒1,000人いるそうです。父

兄も1,000人いる、その父兄にも大郷町づくりに協力していただくよう

な、そんな道の駅を想定した形で動いてまいりたいなというふうに思っ

ています。 

    それから、外国人雇用の話ですが、５月５日連休終わりに差しかかっ

たときに、実は高木商店に15名のベトナム人がおいでであります。女性

10人、男性５人、この方々と中村地区の皆さんの交流会があると。「町

長も来て、皆さんと一緒に」という御案内をいただいたものですから、
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行ってみました。大変和やかで、外国人を地元が避けるのじゃなくて、

やっぱりこっちから出向いていくというぐらいの、受け入れるというそ

の精神があれば、向こうのほうの人たちは遠慮しているようですから、

地元の我々に。だから、こっちから声をかけますと何でもお話しできる。

女性の皆さんも、日本人の恋人欲しいという、そういう話もしていたよ

うですよ。笑い話でないですよ。「こんなこと言って、コーディネータ

ー問題になるの」と言ったら、そんなこと全然大丈夫ですから、どうぞ

若い人たちと交流して、日本に残りたいというそういう女性もいっぱい

いるから、どうぞそんな交流も考えたほうがよろしいんじゃないですか

という、そんな雰囲気でしたよ。ぜひ、羽生のあんたところのお祭のと

きも来てたさ。 

議長（石川良彦君） 町長、就労者については前に戻る話なので、簡潔に。 

町長（田中 学君） そういうことでございますので、全て前向きに取り組ん

でまいりたいというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） 町長が言うことが本当に実現すれば、これ理想的でござ

います。 

    ただ気になる点がもう一つ、二つあるので、また改めてなんですが、

「井ヶ田」の商品を買い取りにしたと。これ聞いたときに私ショックだ

ったんですけれども、どうも聞いてみると粗利の関係で買い取りのほう

が、粗利がとれるというようなお話しでしたけれども、これ商売の鉄則

から言って、まして生に近いものも結構あるので、買い取りにするとい

うのはどうなのかなと。５月13日でしたか、最後の前社長の話の中で、

「品物の見直しもこれからできそうです」みたいなお話しもされていま

したので、その辺が本当にできるのかどうなのか。これ確認していただ

きたいなと思うのですが、その辺どう捉えているのか、ちょっとお聞か

せいただきたいと思うのですが。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    「井ヶ田」の商品につきましては、議員がおっしゃったとおりに買い

取りということで当初より販売をしてございます。実際確認したところ、

委託販売と比較しましてやはり利益率が高いということを目的としてい

るという部分と、さらには「井ヶ田」との連携の中でものづくり、人づ

くり、商品開発というところであるのですけれども、公社が商品を売り

切る力、こちらを養うという意味合いでも、そういったことにつながる



―５２― 

ということで当初調整したということで伺ってございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） それで、先ほど言ったように見直しなり再契約なり、こ

れからできるのかどうなのか、その辺の見解はどうですか。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    済みません、そこは確認できてございません。申し訳ございません。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） たしか、前社長の話では、その辺そろそろできるような

話もありましたので、ぜひできるのであれば。産直の人たちに「期限が

近いから、安く買って」というような話も出ているみたいなので、それ

を買った人がよそへ行って言わなきゃいいんですけれども、「おらほう

の道の駅で、余ったから安く買ったのや」なんて話が聞こえていくとこ

れまた困った話なので。再契約と、それから見直しするのであれば、多

分秋保ヴィレッジを参考にしての品ぞろえだと思うんですよ。あそこは

温泉に泊まった人が帰りにお土産を買っていくところなので、大郷の道

の駅とは環境も立地も違うので、その辺の見直しもしていかないと、在

庫抱えて在庫でパンクするようなことになってしまうと本末転倒なので、

その辺もう一度課長の意気込みなり、お考えなり、聞かせていただきた

いと思います。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    もちろん秋保ヴィレッジ、こちらとの客層が若干違うといったところ

につきましては、認識しているところでございます。そのことも含めて

店づくり、それから品ぞろえにつきましてもコンサルおりますが、そち

らも含め、「井ヶ田」や前社長等も含め協議したところで決定している

ところでございます。11月のリニューアルからの物販の伸びを見ますと、

お土産品を購入する客層もそんなに少ないわけではないということでも

認識しているところでございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） その辺、よろしくお願いしたいと思います。 

    それから蛇足ですけれども、先ほどの町長の話で、優秀な人材を２人、

３人お雇いになるということなのですが、変な心配ですが報酬とかは大
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丈夫なのですか、今の状況で。町長、その辺どうでしょう。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 能力に支払うわけですから、十分その能力あるというふ

うに私は見ております。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） 「能力に支払うから大丈夫だ」じゃなくて、公社の台所

的に優秀な人を雇って報酬払うのに大丈夫なのか、その辺お聞きしたか

ったんです。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 収支のバランスとれないところで仕事にならないわけで、

十分その辺は承知しているということで、本人も我々もそれは社会の通

例であるというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

５番（石川壽和君） その辺もよろしくお願いしたいと思います。 

    それから最後ですけれども、先ほど町長からお話しあったように、外

国人の受け入れなり農業法人、それから大松沢に来るソーラー事業者と

私の兄貴でもありますコミュニティーの会長と、そのうち懇談会でもみ

んなと開きたいなというようなお話しをしていましたので、町長の提案

どおり大松沢でもそういう組織が立ち上げられればなと思っていますの

で、その節は町のほうの御協力もお願いしたいと思います。 

    これで終わります。ありがとうございます。 

議長（石川良彦君） これで石川壽和議員の一般質問を終わります。 

    次に、９番高橋重信議員。 

９番（高橋重信君） ９番高橋重信、一般質問いたします。 

    まず初めに、ひとり親の雇用先の確保について。 

    子供の貧困対策に関する法律第64号が、平成25年６月26日に成立しま

した。子供の将来が、その生まれ育った環境によって左右されることな

く、健やかに育成される環境の整備を国が始めました。低賃金で働く被

雇用世帯の所得の少ない世帯、その子供さん、18歳未満の子供の貧困率

は13.9％、約７人に１人の子供が貧困ラインを下回っております。これ

は、厚生労働省2017年国民生活基礎調査において実施いたしました。特

に深刻なのは、ひとり親世帯の子供です。貧困率は50.8％で、主要国で

は高水準に位置しております。 

    本町のひとり親の世帯数は、現在多くなっていると思われますが、他

の町村と違い企業が少なく雇用先が乏しい本町において、ひとり親世帯
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の家族が安心と希望を持って暮らすためには、企業誘致と雇用の確保が

必要であると考えますが、町長の所見をお伺いします。 

    次に、２番目に町による給水管設置で移住定住を図る。 

    農村地域の本町においては、本管から台所までの給水管の長さが数百

メートルに及ぶところもあります。また、管の細い13ミリ管のところは

水圧が低く、大変不便であります。知人や子供や孫に「土地を譲るから、

住まいにどうか」と促しても、距離が長い、管が老朽、管の口径を大き

くする等の検討をいたした結果、他の町村の整備されているところに転

出をされております。 

    このような給水管のところに対しては、町が布設工事等の経費の助成

を行い、移住定住促進を図るべきと考えますが、町長の所見をお伺いし

ます。 

    次に３番目、高崎団地の不明朗な分譲宅地造成工事等は調査すべきで

ある。 

今現状は、分譲宅地も８割方完売しており、また町営住宅も大分でき

ておりますが、このままで終わっていいのかなと。もう一度検討すべき、

調査すべきかなと思いまして、この一般質問を行います。 

    造成工事を１から10工区まで分散発注を行い、経費増大となる事業を

行い、宅地分譲の造成工事に関しましては20区画、工事費が約２億円、

坪単価14万3,000円の高額となる事業を行いました。本町の宅地販売単

価は４万円から７万円ぐらいが坪単価の相場と考えております。定住促

進による人口増を図るとしましたが、当初から赤字事業とした取り組み

は、ほかの自治体にはありません。高崎団地の事業に関しては、町民の

信頼はありません。町でしったりとした調査を行い、町民に説明をすべ

きと考えまして、一般質問を行います。町長の所見をお伺いします。 

    以上３点です。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいま高橋議員のひとり親雇用先の確保についてとい

う質問でございますが、ひとり親世帯に限らず、企業誘致は雇用先確保

の一つの目的でございます。１社でも多くの企業誘致に努力することは

当然でございますので、今後企業誘致と、立地企業に対しては町内から

の雇用について働きかけをしてまいりたいというふうに思います。 

    前者の石川壽和議員の御質問でもございましたように、大松沢地区に

野菜工場が来年から大手企業が２社も創業する予定でございますので、

まず東北アグリヒトが来年から操業に入るということでありますので、
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そういう雇用にも十分、ひとり親の皆さんのみならず雇用の機会が多く

発生するというふうに思います。 

    また、大綱の２番でございますが、給水管設置についての御質問でご

ざいます。給水管は、町で布設している配水管から個別の需要者に水を

供給するために分岐して設けられた管、弁類等及び給水栓類、湯沸器等

の用具を示してございます。工事費の全てが利用者の負担で施工され、

個人の財産となるものでございます。従来から町水道を利用されている

方についても、使用者の負担による給水管を布設し、維持管理を行って

おりますので、個人の給水管については使用される方の費用負担で布設

していただくよう御理解をお願いしたいと思います。 

    また、３つ目の高崎団地整備事業について御質問がございますが、こ

の事業に関してはもう既に「恵の丘」20区画のうち16区画の販売が完了

し、町から個人のものになっている、そういう方々が16区画でございま

すので、今ここでまた町が議員のおっしゃるような内容で再調査をする

ということは、私は本意ではないというふうに思います。 

    今後は、残りの４区画の早期販売完了に努めてまいりたいと思います

が、私はこのような考えから執行者として、今までに再三議論をしてき

たところでございますが、既にこの事業はこの時点まで発展したもので

ありますから、これをまたぶり返すということは私の本意ではないとい

うふうに思います。別な形で出てくるのであれば、これは私も受けざる

を得ないわけでありますが、私からまたどうのこうのと蒸し返す話には、

私は、希望はないと申し上げたほうが適切だというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 高橋重信議員。 

９番（高橋重信君） それでは、１番目の再質問を行います。 

    今後、大きな農業法人が大松沢のほうに出るわけなんですが、雇用は

やはり誰でも企業誘致は望んでいるわけなのですが、このひとり親の方

たち特に今なかなか表には出てこないのですが、この方の家庭状況、本

当に大変な人たちは人前でなかなか言動も少なく、またその子供さんも

消極的になってしまうのかなと。そのような環境にある子供さんが、も

しいじめの対象となったとき、本人はもちろん家族も精神的に大変な思

いをしてしまうのかなと。やはり所得アップ、今ひとり親の方の収入と

しては、大体100万円前後なのかなと。高額な方で200万円ぐらいになる

のかなと。とてもほかの二親の世帯の人たちと一緒に、重要な部分もな

らないのかなと、この辺を何とかしてほしいなと、そこでこれを出した

わけなのですが。要は、企業誘致はなかなかいろいろなテーマがあるわ
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けなのですが、この人たち今大郷の中に結構数がふえてきていると思う

んですよ。やはりこの人たちを、プロジェクトじゃないんですけれども、

この人たち専属に企業に結びつくようなそういう取り組みを力強く、町

で支援をしていただきたいと。未来に託す子供たちのそういう環境づく

り、これが私たちに課せられた使命かなと考えておりますので、町長先

ほど答弁いろいろいただきましたが、改めてこの人たちにもさらに力強

い支援をいただきたいと思いますが、この辺でちょっともう一度見解お

願いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 議員がおっしゃるような方がもしおいでであれば、どう

ぞ町のほうにいつでも申し出ていただいて、対応したいというふうに思

います。よろしくお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 高橋重信議員。 

９番（高橋重信君） それでは、次に２番目の再質問を行います。 

    これから町で取り組む公民連携による地方再生プロジェクト事業、今

後これが始まるわけなのですが、これも移住定住促進のためということ

なわけなのですが、今まで住んでいる方が、町外に転出される方が多い

わけなのですが、この人たちをやっぱり地元でつかんでおくべきかなと。

そのために、いろいろな創生事業の中で予算もつけるわけなのですが、

この給水管、要は道路なり上下水道なりインフラ整備の要望がいっぱい

あるわけなのですが、この給水管は本管からメーターまでせめて町とし

てできないのかなと。そうすることによって、あるいは今どこでも配管

が腐食・老朽化しておりますので、その替えも発生してきて大変な予算

の、財政の乏しい我が町では大変な事業となるわけなのですが、移住定

住を考えて大郷の人口を多くするためには、この事業も必要かなと強く

考えるわけなのですけれども。 

    今、民間で水道管布設工事をやった場合、メーター大体１万円かなと。

これ舗装道路なわけなのですが、砂利道であれば5,000円ぐらいと。だ

から、その辺の予算を町で助成することによって人口がふえるのであれ

ば、地方創生と絡めてさらに人口増に拍車がかかるのかなと考えるわけ

なのですが、この辺の見解を町長にお聞きしたいのですが。私は、これ

は水道事業条例第８条給水装置の新設、改造、修繕または撤去費用の負

担を町が助成することを提案いたします。 

    昔から顔なじみの人がそばにいるとなれば、楽しい余生を送ることが

できるのかなと。やっぱりそういう地域があってもいいのかなと考える
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わけなのですが、この辺の条例に関して、金はかかりますけれども、こ

ういうまちづくりも必要かなと思うわけなのですが、この辺の見解町長

お願いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 条例を拡大解釈したり縮小したり、さまざま考えなけれ

ばならない事業でございますが、いずれにしても議員のおっしゃる内容

は給水管の延長をもう少し幅広くというか、受益者負担が少なくなるよ

うな内容にしてくれということなんでしょう。（「はい。」の声あり）検

討させていただきます。 

議長（石川良彦君） 高橋重信議員。 

９番（高橋重信君） 今、大衡なり大和なり富谷なり、環境整備がきちっと整

ったところに皆転出していくんです。これをただ見ているだけではもっ

たいないなと、指をくわえてね。そのように考えたものですから、質問

しました。 

    ３番目なのですが、この事業本当に終わりまして、町長の終了にもう

すぐなると。本意ではないよ、これは今さらここに来てということなの

ですが、この事業は誰のためにやった事業なんだと、赤字ありきの。こ

れをこのまま不問にして進めていったら、今後の、我々議会運営も議会

としてきチェック機能も、「あれはどうなったんだ」って必ず出るわけ

なんですよ。だから、ここで執行部として第三者委員会以上の法令に根

拠を要した方たちに、しっかりとした調査をすべきかなと考えて質問し

たわけなのですが。こういう事業大郷にあったんだと、ほかには類のな

い事業をしたのだと、こんな町はあるのかと。だから、この辺をもう一

度しっかり調査して、町民に説明するべきかなと思って質問したわけな

のですが。この辺の見解、もう一度だけ町長、お願いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 以前のことは私わかりませんが、ただ現実として議員が

指摘する内容もわからないわけではございませんが、ただ先ほども申し

上げたように20区画のうち16区画が販売完了して、もう家を建てて住ま

いをしている人もいる。今、その場所に新たにそういう問題を持ち出し

てどうのこうのと騒ぐようなことだけは、私は、私の今の立場からやり

ません、やれません。ので、誰か次の町長でもなった方が「何ぼしても

やらなければだめだ」ということでやるか何かはわかりませんが、いず

れにしても20区画のうち16区画が終わっている。あとの残りの４区画、

今一生懸命職員も販売促進やっているわけだ。だから、議員も早くこれ
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を手伝って、あと４区画だから、完売するように努力していただきたい

というのが私の今の心情です。 

    以上です。 

９番（高橋重信君） ありがとうございました。 

    以上で一般質問を終わります。 

議長（石川良彦君） 以上で本日予定された一般質問を終わります。 

    本日の議事日程は全部終了いたしました。 

    本日はこれにて散会いたします。 

    御苦労さまでした。 

           午 後  ３時２９分  散 会 
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